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◎特集

廃線敷を歩く
時を超え、距離を超え、人と人とを結びつけてきた鉄道。
昭和63年、篠ノ井線明科－西条間の新線開通に伴い、

明科潮沢地区にあった旧線は廃線となり、その役割を終えました。
それから20年余――。

廃線敷は、地元住民らの手により、復活。
再び人を結びつける場として、新しい命が吹き込まれています。
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「
ケ
ヤ
キ
の
道
」
結
成

　

廃
線
と
な
っ
た
旧
路
線
沿
い
の
斜

面
に
は
、
約
3
万
本
の
ケ
ヤ
キ
が
そ

び
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
か
つ
て
「
鉄
道
林
」
と

し
て
地
滑
り
防
止
の
た
め
に
植
林
さ

れ
た
も
の
で
、
全
国
で
も
ま
れ
に
見

る
規
模
の
ケ
ヤ
キ
林
で
す
。
廃
線
と

な
っ
た
後
、
地
元
の
明
科
潮
沢
区
に

は
、
こ
の
財
産
を
次
世
代
に
引
き
継

ぎ
た
い
と
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
ま

し
た
。　

　

ま
た
歳
月
が
た
つ
に
つ
れ
、
現
地

の
荒
廃
は
進
み
、
土
砂
災
害
の
発
生

や
生
い
茂
っ
た
草
木
の
中
に
は
大
量

の
不
法
投
棄
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
も
「
け
や
き
の
森
自
然

園
」
で
は
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の

造
成
や
山
野
草
の
移
植
な
ど
、
地
元

住
民
が
積
極
的
に
整
備
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
さ
ら
に
本
格
的
な
整
備

を
行
う
た
め
、
平
成
18
年
4
月
、
地

元
有
志
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

「
ケ
ヤ
キ
の
道
」が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

郷
土
の
誇
り
を
次
世
代
に

　
「
ケ
ヤ
キ
の
道
」
は
ま
ず
、
県
や

市
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
刈
払
機

や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど
、
10
数
台
の

整
備
用
具
を
購
入
。
下
草
刈
り
や
ケ

ヤ
キ
林
の
間
伐
、
歩
道
の
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
荒

廃
が
進
ん
で
い
た
廃
線
敷
は
、
少
し

ず
つ
整
備
が
進
み
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

に
利
用
で
き
る
約
6
㌔
の
廃
線
敷

コ
ー
ス
も
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

復
活
！　

漆
久
保
ト
ン
ネ
ル

　

程
な
く
、
こ
の
廃
線
敷
コ
ー
ス
は

明
治
の
鉄
道
の
面
影
を
楽
し
め
、
豊

富
な
ケ
ヤ
キ
の
中
を
歩
け
る
コ
ー
ス

と
し
て
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
昨
年
度
、
こ
の
コ
ー
ス
を
訪

れ
た
人
は
、
市
観
光
協
会
を
経
由
し

た
人
だ
け
で
も
６
５
０
人
を
記
録
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
観
光
客
か
ら
は
、

廃
線
と
と
も
に
鉄
の
扉
で
閉
鎖
さ
れ

て
い
た「
漆う
る
し
く
ぼ

久
保
ト
ン
ネ
ル
」の
開
放

を
望
む
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
扉
を
撤
去
し
、

ト
ン
ネ
ル
内
部
の
補
修
・
周
辺
の
整

備
を
進
め
ま
す
。そ
し
て
本
年
４
月
、

市
民
や
関
係
者
約
80
人
が
参
加
す
る

中
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
ト

ン
ネ
ル
は
再
び「
開
通
」し
ま
し
た
。

篠
ノ
井
線
開
通

　

篠
ノ
井
線
誕
生
の
歴
史
は
、
今
か

ら
１
０
０
年
以
上
前
ま
で
さ
か
の
ぼ

り
ま
す
。

　

着
工
は
明
治
29
年
10
月
。
明
科
―

西
条
間
は
大
小
5
つ
の
ト
ン
ネ
ル
が

あ
り
、工
事
は
困
難
を
極
め
ま
し
た
。

特
に
第
2
白
坂
隧ず
い
ど
う道（
ト
ン
ネ
ル
）で

は
、
多
く
の
犠
牲
者
が
出
る
ほ
ど
の

難
工
事
と
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、6

年
余
の
歳
月
を
費
や
し
、
明
治
35
年

12
月
に
全
線
開
通
。
中
央
本
線
よ
り

4
年
も
早
い
開
通
で
し
た
。

　

な
ぜ
、
中
央
本
線
よ
り
も
早
く
で

き
た
の
か
。
こ
の
背
景
に
は
、
当
時
、

全
国
生
産
量
の
約
25
％
も
占
め
て
い
た

岡
谷
の
製
糸
業
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。

　

明
科
駅
の
隣
駅
、
西
条
駅
周
辺
に

は
当
時
、
炭
坑
が
あ
り
、
そ
こ
の
石

炭
を
産
業
地
・
岡
谷
の
近
く
ま
で
運

ぶ
こ
と
が
こ
の
路
線
の
大
き
な
役
割

で
し
た
。
つ
ま
り
、
篠
ノ
井
線
は
、

明
治
時
代
の
日
本
の
産
業
発
展
に
欠

か
せ
な
い
存
在
だ
っ
た
の
で
す
。

　
篠
ノ
井
線
の
全
線
開
通
か
ら
72
年

後
、
国
鉄
は
鉄
道
の
高
速
化
を
目
指

し
、
明
科
―
西
条
間
９
・
７
㌔
を
直

線
的
に
結
ぶ
、
新
し
い
線
路
の
建
設

を
進
め
ま
す
。途
中
、財
政
悪
化
に
よ

る
中
断
時
期
が
あ
っ
た
も
の
の
、
昭

和
63
年
9
月
に
は
開
通
。
篠
ノ
井
―

塩
尻
間
は
67
・
９
㌔
か
ら
66
・
７
㌔
に

な
り
、１
・
２
㌔
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
線
路
の
完
成
に
伴

い
、
旧
線
は
そ
の
役
割
を
終
え
、
86

年
間
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
す
。

１

由
来

86
年
間
の
幕
を
閉
じ
る

廃
線
敷
を
歩
く

白坂隧
ず い ど う

道（トンネル）貫通記念　明治33年10月、　明科東川手の池桜口でのトンネル貫通祝いのようす

明科公民館前庭にある
Ｃ56型蒸気機関車。

開業間もないころの明科停車場（駅）  明治
35 年に開業。それまでの明科は 70 戸ほ
どの寒村に過ぎなかった。（小山節子さん
資料提供）

特集 ◎ 廃線敷を歩く

２

復
活
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旧第 2白坂トンネル

漆久保
トンネル

潮　沢
信号場

けやきの森
自然公園

0.7㌔
15分

0.7㌔
15分

1.0㌔
20分

0.9㌔
15分

0.9㌔
20分

あやめまつり記念ウオーキングコース
～約 6㌔約 2 時間半～

スタート

ゴール

P

国
道
４
０
３
号
線

三五山
トンネル

潮神明宮

あやめ公園

木戸

東平

1.0㌔
15分

1.2㌔
30分

木
戸
橋

国道 1 9 号線
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【 

レ
ポ

ト 

】
　

約
６

の
ゆ
る
や
か
な
コ

ス

３
万
本
の
ケ
ヤ
キ
林
な
ど

見
ど
こ
ろ
い
ぱ
い

スタート！
旧白坂トンネル前駐車場けやきの森自然園

三五山トンネル

あやめ公園

潮神明宮 潮沢信号場付近

漆久保トンネル

　明科の国道 19 号線、木戸の信号を西条方面に
403 号線を進み、４㌔ほど行った所に大きな駐車場
があります。今回の記念イベントでは明科駅からこ
ちらまでシャトルバスが出ました。

　道中には標識や架線柱など、鉄道の面影を多
く残しています。潮沢信号場は昭和 36年に開
設。スイッチバック式の行き違い配線で、この
近辺は県内最急の 25パーミル（1㌔で 25㍍上
がる）の傾斜。

　旧篠ノ井線の仮設駅があった場所で、平
成 6年にマレットゴルフ場ができたことが
公園整備の始まり。地元住民の手により、
自滅しかけていた山野草を移植し、看板を
つくるなど手作りの雰囲気が魅力です。
　また、廃線で使われなくなった信号機な
どを目にすることができ、鉄道林として植
栽された高さ 30㍍のケヤキが憩いの場を
もたらしています。

　市と観光協会が昨年末に発
行した「安曇野トレッキング
ガイド」。人気の光城山・長峰
山のコースとともに廃線敷コ
ースが掲載。観光協会窓口な
どで入手できます。

　半径 300㍍のカーブ中にあるトンネ
ル。現在は鉄の扉で閉ざされ、封鎖さ
れています。ここでいったん廃線敷を
離れ、県道 403号線に向かいます。

受付を済ませ、いよいよスタート。

手作りの看板ここまでスタートから約 40分が経過

70種類のあやめがお出迎え。「お疲れさまでした」。

19号線を越え、犀川沿いを歩きます。

春祭りの「柴船」が有名な潮神明宮に到着

時々落ちている黒いゴムはレールの間に
敷かれていたゴム。

三五山トンネル
を越えると街並
みが見渡せます。

漆久保トンネルは本年4月に再「開通」

先着順で記念バッチが
プレゼントされました。

6
月

日
に
開
か
れ
た
「
あ
や
め
ま
つ
り
記
念
ウ
オ

キ
ン
グ
」
参
加
者
は

約
６

の
道
の
り
を

２
時
間
半
か
け
歩
き

緑
に
包
ま
れ
た
廃
線
敷
の
初
夏
を
満
喫
し
ま
し
た

実
際
に
歩
い
て
み
よ
う
！

砕石の上を
ゆっくりと
歩きます。

（上写真）トンネルの上には、木曽御嶽山
を切り開いた普寛・覚明像が立っています。
大昔の善光寺道で、旅人の安全を願い祭ら
れたと言われています。

（右写真）地元では「うるしゃくぼ」とい
われている地名を冠したトンネル。総レン
ガ造りで、100 年前の鉄道トンネルの典型
として文化財的価値があります。

ゴール！

特集 ◎ 廃線敷を歩く

ボランティアガイド

尾沢 洋さん（穂高柏原）

　鉄道の跡なので極端なアップダ
ウンがなく、トレッキング初心者
にもおすすめ。基幹産業を支えて
きた篠ノ井線の役割など、歴史的
な面白さも魅力です。

時
が
止
ま
た

み
た
い
だ
ね

も
う
す
ぐ
ゴ
ル
！
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特集 ◎ 廃線敷を歩く

―
篠
ノ
井
線
旧
線
の
思
い
出
は
？

駅
長
　

私
は
長
い
期
間

長
野
市
に
あ

る
指
令
室
で

列
車
運
行
の
指
令
業
務

を
担
当
し
て
い
ま
し
た

こ
の
場
所
は

傾
斜
の
き
つ
い
難
所
で
し
た
が

当
時

の
運
転
手
の
技
術
力
を
実
感
で
き
る
場

所
で
も
あ
り
ま
し
た

―
こ
の
廃
線
敷
コ

ス
の
魅
力
は
？

駅
長
　

今
回
の
ウ
オ

キ
ン
グ
に
参
加

し
ま
し
た
が

コ

ス
に
は
架
線
柱
や

橋
梁
な
ど

明
治
の
鉄
道
の
雰
囲
気
を

残
し

細
部
に
も
見
ど
こ
ろ
が
あ
り
ま

す

積
み
上
げ
ら
れ
た
レ
ン
ガ
一
つ
ひ

と
つ
に
歴
史
が
感
じ
ら
れ
ま
す
ま
た

地
元
住
民
の
皆
さ
ん
の
力
や
あ
た
た
か

な
笑
顔
に
も
心
打
た
れ
ま
し
た

―
今
後
の
抱
負
は
？

駅
長
　

人
と
人
を
つ
な
ぐ
の
が
鉄
道
の

役
割
で
あ
る
よ
う
に

私
も
さ
ま
ざ
ま

な
皆
さ
ん
の
橋
渡
し
が
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す

ま
た

鉄
道
を
通
じ
て

安

曇
野
全
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
多
く

の
皆
さ
ん
に
知

て
い
た
だ
き
た
い
で

す
ね
（
6
月
29
日
取
材
）

―
こ
れ
ま
で
廃
線
敷
の
整
備
を
続
け
る

な
か
で

苦
労
や
う
れ
し
か

た
瞬
間

を
教
え
て
く
だ
さ
い

宝
　

う
れ
し
か

た
の
は
地
域
と
市

関
係
団
体
が
「
溶
け
合

た
」
瞬
間
で

す

昨
年
は
整
備
が
一
気
に
加
速
し
ま

し
た

何
か
を
始
め
よ
う
と
思
え
ば
当

然

そ
れ
ぞ
れ
考
え
方
も
違
い
ま
す

そ
れ
で
も
皆
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
一

緒
に
な

た
瞬
間
は
本
当
に
う
れ
し
か

た
で
す

小
林
　

こ
の
手
の
取
り
組
み
は

行
政

だ
け
で
は
無
理
で
し

う
し

地
域
の

力
だ
け
で
も
力
不
足
だ
と
思
い
ま
す

こ
れ
か
ら
も

そ
れ
ぞ
れ
理
解
し
合
い

な
が
ら

一
緒
に
進
め
ら
れ
れ
ば
と
思

い
ま
す

―
お
二
人
と
も
次
世
代
に
つ
な
ぐ
こ
と

へ
の
思
い
が
強
い
よ
う
で
す

宝
　

今
は
何
か
と
せ
わ
し
く

心
が
病

ん
で
し
ま
う
人
も
多
い
時
代
と
い
わ
れ

ま
す

時
が
ゆ

く
り
と
流
れ
る
よ
う

な
こ
の
場
所
で

半
日
だ
け
で
も
過
ご

し
て
も
ら
い

心
を
休
め
て
い
た
だ
け

れ
ば

ま
た

地
域
の
歴
史
が
見
ら
れ

る
場
所
と
し
て

子
ど
も
た
ち
の
学
習

の
場
と
し
て
も
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま

す小
林
　

先
人
が
半
世
紀
か
け
て
育
て
た

ケ
ヤ
キ
を
そ
れ
以
上
の
も
の
に
し
て
次

世
代
に
引
き
継
ぎ
た
い
と
い
う
思
い
を

持

て
い
ま
す

子
ど
も
と
一
緒
に
来

て
ゆ

く
り
し
て
も
ら
う
な
ど

市
民

の
皆
さ
ん
に
「
木
」
か
ら
「
気
」
を
養

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す

そ

し
て

こ
の
活
動
は

災
害
防
止
や
不

法
投
棄
防
止
が
出
発
点

地
元
地
域
の

皆
さ
ん
と
と
も
に

少
し
ず
つ

地
道

に
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す

（
6
月
28
日
取
材
）

お
疲
れ
様
で
し
た

日
の
記
念
ウ
オ

キ
ン
グ
の
参
加
者
の
皆
さ
ん

今
も
篠
ノ
井
線
と
か
か
わ
り

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
の
ひ
と
り
で
も
あ
る
明
科
駅
長

そ
し
て
「
ケ
ヤ
キ
の
道
」

設
立
に
深
く
携
わ

た
地
元
の
お
二
人
に
話
を
聞
き
ま
し
た

インタビュー

鈴木 直樹さん（東京都世田谷区）

山岸 千夜子さん（明科中川手）

横内 寿子さん（明科中川手）
水谷 建春さん（北安曇郡池田町）

山崎 泰志さん

　　 裕子さん（豊科高家）

長期出張で松本市に滞在中の鈴木
さん。「信州のことをもっと知りた
いと思い参加しました。トンネルが
しっかりと残っていることが良か
ったです」。

お二人は地元から参加。「西条から
高校 3年間、この路線で通学しま
した。景色は昔と変わりません。あ
のころがよみがえったようです」と
山岸さん。「全コースを初めて歩き、
地元を見直しました」と横内さん。

水谷さんは以前からこの廃線敷に
興味を持っていたとのこと。「文化
遺産が多く、変化があって６㌔の道
のりを感じませんでした。ケヤキが
紅葉を迎える秋に再び開催してほ
しいです」。

「豊科周辺とはまた違う雰囲気。安
曇野は広いと実感しました」と裕子
さん。「多くの人が行き交った時代
を想像しながら歩きました」と泰志
さん。

ＪＲ明科駅

太田 元久 駅長

20 年余の歳月を経て復活。再「開通」を祝い、地元住民や
関係者らで記念撮影（4月 8日）

再び、
人の行き交う
場として

（写真左）「ケヤキの道」会長

小林 忠孝さん（明科東川手）

（写真右）明科・潮沢区長

宝  喜吉さん（明科東川手）
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被覆型処分場とは？
　屋根や人口床基盤などで埋め立て地を覆うことにより、

埋め立て廃棄物の飛散や雨水の浸入を防ぎます。平成 10

年に国内第 1号の施設が完成し、全国で 50 施設の実績

があります。

　現在、一般廃棄物最終処分場の発注件数の 3割から 5

割を占めている施設です。

被覆型処分場の断面イメージ

堀金総合支所での住民説明会（6月 24 日）

被覆型処分場の断面事例

当選証書授与式（７月６日）

農業委員40人が当選
　任期満了に伴う安曇野市農業委員会
委員一般選挙が 6 月 28 日に告示され、
5選挙区で定数を超える立候補者がなく、
40 人が無投票当選をしました。任期は
平成 21 年 7 月 20 日から 3 年間で、市
の農政の推進に取り組みます。各選挙
区の当選者は次のとおりです。（届出順）
●豊科選挙区【定数 9】
曽根原勝人（熊倉）、宮下則安（小瀬幅）、
堀金勇一（寺所）、中野博昭（上鳥羽）、
望月和榮（吉野）、下田正年（真々部）、
三原尚德（中曽根）、村田英雄（徳治郎）、
丸山忠彦（踏入）
●穂高選挙区【定数 12】
下里宏（柏原）、古畑袈裟勝（矢原）、等々
力史記（嵩下）、有賀泰仁（古厩）、中
島芳孝（耳塚）、藤原文夫（塚原）、臼
井芳夫（青木花見）、田中詔二（豊里）、
黒岩卓郎（等々力町）、塚田銀稲（新屋）、
藤原正三（牧）、矢口孝夫（穂高区）
●三郷選挙区【定数 9】
曽根原昭成（南小倉）、中田平男（東小
倉）、小松盛次（及木）、小松万人（上長
尾）、植原義明（中萱）、塚田　冨喜男（北
小倉）、細田國夫（七日市場）、三澤豊
生（野沢）、千村俊介（楡）
●堀金選挙区【定数 6】　
塚田茂利（下堀）、宮澤文夫（田尻）、齋
藤彰久（扇町）、板花守夫（田多井）、小
澤忍（上堀）、尾日向邦彦（岩原）
●明科選挙区【定数 4】　
沖堅賜（生野）、真島德幸（塩川原）、青
木幹一（南陸郷）、池上洋助（宮中）



　第 25 回信州安曇野あやめまつりが（実行委員会・
観光協会主催）が 6 月 13 日から 28 日まで、明科あや
め公園・龍門渕公園で開かれました。
　メーンイベントとなる 21 日は、朝からあいにくの
雨となりましたが、午後になると晴れ間が広がり、大
勢の見物客が水滴をまとった白や紫色のハナショウブ
に見入っていました。また、この日は恒例のニジマス
つかみどりや地元の音楽愛好者による演奏、ラフティ
ングボート体験なども行われ、県内外から訪れた約 1
万人の観光客が、初夏の 1 日を楽しんでいました。
　あやめまつりは、旧明科町が町制30周年を機会に「あ
やめの町」を宣言したことがきっかけとなり、住民に
よる手づくりの記念イベントとして生まれました。近
年では他地域の市民も多く参加し、アヤメがつなぐ人
の輪は、年々広がりを見せています。

　市も舞台になり昭和 50 年に放送された NHK
の連続テレビ小説「水色の時」の原作者で脚本
家の石森史

ふ み お

郎さん（77・東京都立川市）が市内
を訪れ、6 月 12 日、当時撮影で使用された道祖
神が置かれている公園の前で、市長と対談しま
した。石森さんは「わさび田へ来たのは当時以
来。この題名が浮かんだ時に見た水の色が、今
も変わらずにありました。時の流れも感じます
が、ドラマのその後を今の安曇野でぜひ作りた
い」と話しました。この訪問は、今後、市が進
める新たなブランド戦略作りの 1 つとして実現
したものです。

　「社会を明るくする運動」、「青少年の非行問題
に取り組む全国強調月間」に併せて、7 月 1 日
の朝、市内 12 カ所で街頭啓発が行われました。
堀金保育園前では、保護司会や教育関係団体の
関係者 17 人が参加。「おはよう」と声を掛けな
がら、登園してくる親子らに電話相談の窓口が
記載されたティッシュを手渡しました。
　また、堀金地域では 7 月 11 日に堀金総合支所
別館で、「作文発表を通して社会を明るくする会」
を開催。約30 人の子どもたちが、あいさつや声を
掛け合うことへの思いや願いを発表しました。

6/21 　信州安曇野あやめまつりメーンイベント

6/12　「水色の時」原作者・石森史郎さん来訪

7/1　明るい社会を目指して 街頭啓発

雨上がり ハナショウブ映える

続編への意欲語る

声掛け合う環境 みんなの手で

　松本消防協会主催のポンプ操法・ラッパ
吹奏大会が 6 月 28 日、塩尻市の中央スポー
ツ公園などで行われました。市消防団から
は４チームと音楽喇

ら っ ぱ
叭隊が出場。日ごろの

鍛錬の成果を競いました。結果は、小型ポ
ンプ操法では第４分団（豊科）が 2 位。第
１分団（豊科）が 3 位。ポンプ車操法では
第 13 分団第 1 部（堀金）が 2 位。ラッパ吹
奏は、昨年 3 連覇を果たせなかった悔しさ
を見事に晴らし１位を奪還。8 月 2 日に須坂
市で開かれる県大会に出場します。

　市教育委員会は 6 月 14 日、校庭芝生化の
試験事業として、穂高西小学校の校庭に芝
生を植えました。この日は、児童やＰＴＡ、
地域ボランティアなど約 200 人が参加。約
3 千平方㍍の校庭に 50㌢間隔で芝を植えま
した。この芝は繁殖力の強い「ティフトン」
という品種で、ポットから植えるため、導
入経費が低いのが特徴。8 月下旬には一面に
広がる予定で、水やりなどの管理は、地域
ボランティアが中心に行う予定です。

　市男女共同参画フォーラム（市主催・市男女共同参
画連絡協議会共催）が 7 月 4 日、豊科ふれあいホール
で開かれました。条例制定の経過報告のほか、寸劇や
シンポジウムが行われ、約 200 人の来場者が男女共同
参画への理解を深めました。
　寸劇では、同協議会の役員ら約 20 人が、安曇野で
女性リーダーが増えている現状を、方言をふんだんに
織り交ぜ、親しみやすく演じました。
　またシンポジウムでは、21 世紀職業財団長野事務所
長の宮本照子さんをコーディネーターに迎え、3 人の
パネリストが、実践面で必要なことなどを話し合いま
した。参加者からは、「言葉に出すことが大切」。「『あ
りがとう』という言葉は、言われても、自分から発し
ても満たされる」といった声が聞かれ、最後には「お
互いの垣根を越えるために、コミュニケーションを取
り、とことん話し合うことが大切」とシンポジウムを
まとめました。市と同協議会では今後、連続講座や講
演会を開催し、取り組みを広く呼び掛けます。

6/28　松本消防協会ポンプ操法・ラッパ吹奏大会

6/14　穂高西小で芝生化試験　

7/4　男女共同参画フォーラム

Ｖ奪還！ ラッパ吹奏

「ティフトン」で 校庭を緑に

言葉にしよう 垣根を越えよう
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地上デジタル放送を視聴するには※視聴方法例です。

ご家庭の事情によりご準備ください

自宅
（共同受信）
のアンテナ

ケーブルテレビ
（ＣＡＴＶ）

【現在、ＶＨＦで視聴している場合】

【現在、ＵＨＦで視聴している場合】

【現在、共同受信アンテナで視聴している場合】

【新たに加入する場合】

【すでに加入している場合】

UHF アンテナ

●地上デジタル放送と現行のアナログ放送で受信方向が同じ場合、通常はその
ままで受信できます。

●地上デジタル放送と現行のアナログ放送で受信方向が違う場合、新たに
UHF アンテナを設置する必要があります。

　詳しくは、お近くの電器店、家電量販店などにお問い合わせください。

ＵＨＦアンテナを新たに設置するなど設備の改修が必要です。
詳しくは、建物の所有者、管理組合などにお問い合わせください。

あづみ野テレビに加入し、デジタルコンバータ（STB）を取り付けることにな
ります。
詳しくは、あづみ野テレビ株式会社へお問い合わせください。

デジタル契約に変更する必要があります。
詳しくは、あづみ野テレビ株式会社へお問い合わせください

どちらのテレビで見ますか？

地デジでお悩みのこと、相談したいことがありましたら、

総務省テレビ受信者支援センター
（地デジコールセンター）　10570-07-0101

受付時間：平日 9：00 ～ 21：00、土日祝日 9：00 ～ 18：00　ＩＰ電話など、上記番号でつながらない場合は「03・4334・1111」まで

支援センターは、地上デジタル放送への完全移行に向け、テレビ受信者のデジタル化を支援するため、
お年寄り世帯などへ訪問して地デジの基礎から説明したり、自治会や老人クラブなどの集会に説明員
を派遣したり、受信状況調査や受信施設の診断などを行っています。地上デジタル放送の視聴方法や
受信に関する相談など、詳しくは直接、支援センターまでお問い合わせください。

■デジサポ長野ホームページ　http://www.digisuppo.jp/index.php/branch/nagano/21/

ナビダイヤル 早めに地デジの準備を
地上デジタル放送への完全移行まであと約 2 年となりました。
皆さんのご家庭では、地上デジタル放送への対応はお済みですか？
ＢＳアナログ放送も、地上アナログ放送と同じ平成 23 年（2011 年）7 月 24 日ま
でに終了となります。視聴している場合はＢＳデジタル放送への移行も併せてお
願いします。
アナログ放送の終了時期が近づくと、アンテナ改修などの工事需要が集中し、期
限までに間に合わないおそれがありますので、早めのご準備をお願いします。
問企画財政部情報政策課（477・3111 677・6060）

地上アナログ放送は、平成23年（2011年）7月24日までに終了となります

地上デジタル放送への完全移行まで
約2年
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どちらの受信方法
で視聴しますか？ ＵＨＦアンテナを新たに設置する必要があります。

詳しくは、お近くの電器店、家電量販店などにお問い合わせ
ください。

現在お使いのテレビ（アナログ）で見る
地上デジタルチューナーかデジタルチューナー内蔵録画機を買い、お使いのテレビに
接続します

地上デジタル放送対応のテレビに買い換えて見る
地上デジタルチューナーを搭載しているテレビを選びましょう

★ご注意★
アンテナやテレビが地上デジタル放送に対応しても、宅内の配線や機器が対応し
ていない場合は、それらの調整や交換が必要になる場合もあります。

―――ご不明な点や詳しいことのお問い合わせ先―――
　■自宅（共同受信）のアンテナで視聴する場合
　　　お近くの電器店、家電量販店など
　■ケーブルテレビで視聴する場合
　　　あづみ野テレビ株式会社（482・7860 682・7781）

地デジに関する悪質商法や詐欺にご注意ください！
テレビ調査人やアンテナ工事人を名乗って、地デジを受信するためと称して費用を不正
に請求したり、工事の勧誘を行う例が起きています。地デジに関する、関連商品やサー
ビスを売りつける悪質な商法にご注意ください。「おかしいな？」と思ったら、ご相談く
ださい。

■総務省信越総合通信局　4026・234・9992

■地デジコールセンター　40570・07・0101（または 03・4334・1111）
（受付時間：平日 9：00 ～ 21：00、土日祝日 9：00 ～ 18：00）

■松本消費生活センター　435・1556
（受付時間：土日祝日、年末年始の休日を除く 8：30 ～ 17：00）

■安曇野警察署　　　　　472・0110
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積
極

的
に
優
良
企
業
の
誘
致
を
行
う
べ
き
。

Ａ　

優
良
企
業
の
誘
致
は
、
雇
用
確

保
を
図
る
と
い
う
面
か
ら
も
大
変
重

要
な
施
策
で
す
。
現
在
、
産
業
・
工

業
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
中
で
す
の
で
、

そ
の
内
容
を
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
位
置
づ
け
な
が
ら
、
計
画
性

の
あ
る
開
発
が
で
き
る
よ
う
な
し
く

み
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

近
所
に
日
用
品
を
扱
う
ス
ー

パ
ー
が
あ
る
と
便
利
だ
と
思

う
が
、Ｃ
区
域
で
は
建
築
で
き
な
い
の
か
。

Ａ　

高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
中
で
、

日
用
品
雑
貨
や
食
料
品
の
店
舗
に
つ

い
て
は
、
Ｃ
区
域
で
も
建
物
や
敷
地

の
大
き
さ
・
位
置
な
ど
、
一
定
の
ル

ー
ル
を
決
め
な
が
ら
開
発
を
認
め
て

い
く
方
針
で
す
。

市
は
昨
年
９
月
、
自
主
条
例
に
よ
り
土
地
利
用
制
度
の
統
一
を
図
る
方
針
を
示
し
ま
し
た
。
そ
し
て
本
年
３
月
か
ら
４
月
に
か
け
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
経

過
や
具
体
案
を
説
明
す
る
地
区
別
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
先
月
号
に
引
き
続
き
、
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
ご
意
見
な
ど
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

ＱＱ

ＱＱ

ＱＱ

Ｑ
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全　

体財
政
も
厳
し
い
中
、
開
発
は

法
に
基
づ
く「
線
引
き
制
度
」

に
よ
り
、
市
街
化
区
域
に
集
め
る
べ

き
で
は
。

Ａ　

長
い
実
績
の
中
で
位
置
づ
け
ら

れ
て
き
た
法
律
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
例

示
も
あ
り
、
運
用
し
や
す
い
面
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
安
曇
野
市
は
、

合
併
を
繰
り
返
し
な
が
ら
で
き
た
街

で
あ
り
、
集
落
が
点
在
し
、
中
心
市

街
地
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
状
態

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
で
、
市
街
化
区
域
と
調
整
区
域
の

２
つ
に
分
け
て
運
用
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
い
う
結
論
に
い
た
り
、
市
の

実
情
に
適
し
た
条
例
の
制
定
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

開
発
の
良
否
を
判
断
す
る
組

織
は
。

Ａ　

組
織
体
制
に
つ
い
て
は
、
現
在

検
討
中
で
す
。手
続
き
な
ど
、
条
例

の
内
容
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

穂
高
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
よ

う
に
地
区
説
明
会
の
制
度
を

残
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ　

一
定
以
上
の
開
発
に
あ
っ
て
は
、

周
辺
住
民
や
地
続
き
の
地
権
者
へ
事

前
に
説
明
す
る
機
会
を
制
度
と
し
て
、

設
け
る
予
定
で
す
。

農
振
除
外
が
い
つ
ま
で
も
続

く
よ
う
な
制
度
で
は
困
る
。

Ａ　

土
地
利
用
に
関
す
る
条
例
で
、

農
振
除
外
が
全
く
な
く
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
集
落
の
内
部
あ
る
い

は
縁
辺
部
で
の
開
発
や
Ｂ
区
域
の
一

定
の
開
発
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
基
づ
く
開
発
で
は
、
農
振
除

外
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

一
時
期
の
「
虫
食
い
」「
ス
プ
ロ
ー

ル
化
（
都
市
の
無
秩
序
な
拡
大
）」

と
い
わ
れ
る
開
発
に
つ
な
が
る
農
振

除
外
は
な
く
す
方
針
で
す
。

区
域
分
け
に
よ
り
担
保
価
値

が
下
が
っ
て
、い
わ
ゆ
る「
貸

し
剥
が
し
・
貸
し
し
ぶ
り
」
が
心
配
だ
。

Ａ　

金
融
機
関
な
ど
と
の
懇
談
会
を

行
う
予
定
で
す
。
そ
の
中
で
、
現
在

の
状
況
か
ら
大
き
く
変
わ
ら
な
い
方

向
を
検
討
し
ま
す
。

開
発
で
き
る
農
地
と
開
発
で

き
な
い
農
地
に
分
か
れ
る
。

固
定
資
産
税
に
差
を
つ
け
る
べ
き
で
は

な
い
か
。条
例
で
は
そ
れ
が
で
き
る
か
。

Ａ　

現
在
検
討
し
て
い
る
条
例
で
は
、

固
定
資
産
税
に
差
を
つ
け
る
こ
と
は

困
難
で
す
。
開
発
を
積
極
的
に
進
め

る
と
し
て
い
る
Ａ
・‘
Ａ
区
域
内
の

農
地
は
、
相
続
税
の
評
価
額
が
宅
地

並
み
評
価
に
な
り
ま
す
。

豊
科
地
域
の
線
引
き
制
度
は

本
当
に
外
れ
る
か
。ま
た
、当

分
の
間
、１
市
２
制
度
に
な
る
の
か
。

Ａ　

線
引
き
制
度
に
関
す
る
権
限
は
、

長
野
県
に
あ
る
た
め
、
市
は
県
に
対

し
て
線
引
き
の
廃
止
を
お
願
い
す
る

立
場
で
す
。
県
で
も
、「
線
引
き
廃

止
後
の
市
の
土
地
利
用
状
況
が
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
」、「
他

の
線
引
き
都
市
（
松
本
市
・
塩
尻
市

な
ど
）
と
の
関
係
」
な
ど
を
考
慮
し

判
断
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
簡
単
に

線
引
き
は
外
せ
ま
せ
ん
。
市
で
は
、

現
在
検
討
中
の
土
地
利
用
制
度
が
、

こ
れ
か
ら
の
安
曇
野
市
の
環
境
や
景

観
を
守
り
な
が
ら
発
展
し
て
い
け
る

こ
と
を
県
に
説
明
し
な
が
ら
、
平
成

23
年
４
月
の
全
市
統
一
を
目
指
し
ま

す
。
し
か
し
、
県
が
独
自
条
例
に
よ

る
土
地
利
用
制
度
の
運
用
状
況
を
見

な
が
ら
線
引
き
の
廃
止
を
決
定
す
る

こ
と
に
な
れ
ば
、
一
定
の
期
間
２
制

度
の
運
用
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
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市民検討委員会提言書
（平成 20 年 3 月）

土地利用構想調査専門委員会
（平成 20 年 9 月）

土地利用に関する市の方針
（平成 20 年 10 月）

Ｑ

ＱＱＱ

Ｑ

ＱＱ

次
回
懇
談
会
は
・
・
・

　

今
年
の
秋
ご
ろ
予
定
し
て
い
ま
し
た
「
地

区
別
懇
談
会
」は
、来
年（
1
月
～
2
月
ご
ろ
）

に
実
施
す
る
予
定
で
す
。
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
・
景
観
計
画
・
土
地
利
用
補

完
の
し
く
み
な
ど
を
説
明
す
る
予
定
で
す
。
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市
教
育
委
員
会
共
催
で
ゴ
ル
フ
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
市
内
在
住
、
在
勤
、
出
身
の

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

安
曇
野
市
民
豊
科
ゴ
ル
フ
大
会

●
開
催
日　

８
月
25
日
（
火
）

●
場
所　

豊
科
カ
ン
ト
リ
ー
倶く

ら

ぶ
楽
部

●
定
員　

２
４
０
人
（
60
組
）
先
着
順

●
料
金　

メ
ン
バ
ー 

１
万
４
０
０
円
・
ゲ

ス
ト 

１
万
２
５
０
０
円
（
参
加
費
等
含
む
）

●
申
し
込
み　

８
月
13
日
（
木
）
ま
で
に
、

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
豊
科

カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
ま
た
は
、
豊
科
勤

労
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
窓
口
へ
。

問
豊
科
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

　
（

33
・
１
０
０
１ 

33
・
０
７
０
０
）

第
８
回

あ
づ
み
野
穂
高
親し

ん
ぼ
く睦
ゴ
ル
フ
大
会

●
開
催
日　

８
月
26
日
（
水
）

●
場
所　

あ
づ
み
野
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

●
定
員　

２
０
０
人
（
50
組
）
先
着
順

●
料
金　

参
加
費
２
０
０
０
円

　

プ
レ
ー
費
１
万
円(

税
別)

●
申
し
込
み　

８
月
13
日
（
木
）
ま
で
に
穂

高
会
館
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
記
入

し
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局　

高
山
さ
ん

　
（

82
・
４
５
９
９
）

第
４
回

安
曇
野
明
科
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

●
開
催
日　

８
月
27
日
（
木
）

●
場
所　

豊
科
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

●
定
員　

２
０
０
人
（
50
組
）
先
着
順

●
料
金　

参
加
費
２
０
０
０
円

　

プ
レ
ー
費
１
万
５
０
０
円

●
申
し
込
み　

８
月
３
日（
月
）ま
で
に
、
左
記

ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
明
科
公
民
館
内　

明
科
地
域
体
育
協
会

ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委
員
会

（

62
・
４
６
０
５
）

展
覧
会
記
念
講
演
開
催

　

開
催
中
の
企
画
展
「
仰
げ
ば
尊
し　

１
人

と
５
人
の
漆
芸
家
」
展
を
記
念
し
、漆
芸
家
・

並
木
恒
延
さ
ん
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

並
木
さ
ん
は
東
京
藝
術
大
学
出
身
で
髙
橋
節

郎
か
ら
教
え
を
受
け
ま
し
た
。
今
回
の
展
覧

会
に
も
作
品
を
出
展
さ
れ
て
い
ま
す
。
講
演

会
で
は
「
髙
橋
節
郎
の
教
え
と
私
の
制
作
︱

漆
芸
技
法
い
ろ
い
ろ
実
演
」
と
題
し
、
師
の

教
え
に
つ
い
て
の
お
話
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
漆

の
技
法
を
実
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

８
月
１
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
（
約
２
時
間
）

●
会
場　

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館
主

屋
（
古
民
家
な
の
で
座
敷
に
座
っ
て
の

聴
講
と
な
り
ま
す
）

●
申
し
込
み　

不
要

●
入
場
料　

無
料（
美
術
館
展
示
室
は
有
料
）

洞
澤
今
朝
夫
彫
刻
展

　

美
術
館
友
の
会
で
は
、
髙
橋
節
郎
と
同
じ

年
生
ま
れ
の
信
州
を
代
表
す
る
彫
刻
家
、
洞

澤
今
朝
夫
さ
ん
の
作
品
25
点
を
展
示
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

８
月
12
日
（
水
）
～
30
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
休
館
日　

月
曜
日

●
会
場　

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館
主
屋

●
入
場
料　

無
料（
美
術
館
展
示
室
は
有
料
）

三
郷
図
書
館

●
日
時　

８
月
８
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分
ま
で　

●
場
所　

三
郷
公
民
館
２
階
講
義
室

●
上
映
作
品

　
「
み
に
く
い
ア
ヒ
ル
の
子
」

　
　
（
ア
ン
デ
ル
セ
ン
作
）

　
「
赤
ず
き
ん
」

　
「
３
び
き
の
子
ぶ
た
」

　
　
（
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス
作
）

　
「
し
ら
ゆ
き
ひ
め
」

　
　
（
グ
リ
ム
作
）

●
定
員　

２
０
０
人

●
入
場
料　

無
料

豊
科
図
書
館

　

外
国
絵
本
で
お
な
じ
み
の
子
猫
の
「
ぴ
っ

ち
」が
主
人
公
の
小
さ
な
冒
険
の
お
話
で
す
。

●
日
時　

８
月
８
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所　

豊
科
公
民
館
2
階
大
会
議
室　

●
上
映
作
品

　
「
こ
ね
こ
の
ぴ
っ
ち
」

　
　
（
ハ
ン
ス
・
フ
イ
ツ
シ
ャ
ー
作
）

●
定
員　

１
０
０
人

●
入
場
料　

無
料　

「
縄
文
人
に
挑
戦
２
０
０
９
夏
」

受
講
生
募
集

　

黒
曜
石
（
こ
く
よ
う
せ
き
）
と
い
う
石
を

使
っ
て
、
矢
じ
り
や
石
さ
じ
な
ど
の
石
器
作

り
を
体
験
し
ま
す
。

　

あ
な
た
も
縄
文
人
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
親
子
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

●
日
時　

８
月
８
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
場
所　

豊
科
郷
土
博
物
館
２
階
学
習
室

●
講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
文
化
財
保
護
活
用
機

構
の
皆
さ
ん

●
定
員　

25
人
（
先
着
順
）
小
学
２
年
生
以

下
は
、保
護
者
同
伴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
受
講
料　

３
０
０
円
（
材
料
費
等
）

●
持
ち
物　

袋
ま
た
は
タ
ッ
パ
ー
（
出
来
上

が
っ
た
石
器
を
持
ち
帰
る
た
め
の
入
れ

物
）

●
申
し
込
み　

８
月
５
日
（
水
）
ま
で
に
、

豊
科
郷
土
博
物
館
に
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

講
演
会「
里
に
暮
ら
す
意
味
」開
催

　

特
別
展
「
泣
い
た
！
笑
っ
た
！
お
か
い
こ

様
～
養
蚕
が
さ
さ
え
た
暮
ら
し
～
」
に
あ
わ

せ
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
師
に
哲
学
者
の
内う
ち
や
ま山 

節た
か
し
さ
ん
を
お
迎

え
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
現
代
社
会
に

お
い
て
、
里
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
な
世
界
で
幸

せ
に
暮
ら
す
方
法
を
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
日
時　

８
月
９
日
（
日
）

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

●
場
所　

豊
科
公
民
館
２
階
大
会
議
室

●
講
師　

内
山 

節
さ
ん
（
哲
学
者
）

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

安
曇
野
市
民
無
料
デ
ー

　

杉
本
誠
さ
ん
（
愛
知
県
豊
田
市
）
か
ら
市

に
寄
贈
さ
れ
た
山
岳
写
真
を
公
開
し
た
特
別

展
「
絆き
ず
な　

山
と
の
対
面
～
今
よ
み
が
え
る
モ

ノ
ク
ロ
ー
ム
山
岳
写
真
の
証
言
～
」
を
、
大

勢
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ

う
、「
安
曇
野
市
民
無
料
デ
ー
」を
設
け
ま
す
。

両
日
と
も
午
後
９
時
ま
で
開
館
し
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。（
常

設
展
も
無
料
）

●
日
時　

８
月
14
日(

金)

・
15
日(

土)

午
前
９
時
～
午
後
９
時
（
入
館
は
午
後

８
時
30
分
ま
で
）

第
３
回

田
淵
行
男
賞
写
真
作
品
公
募

　

山
岳
写
真
家
と
し
て
、
さ
ら
に
高
山
蝶
を

は
じ
め
と
す
る
昆
虫
の
生
態
研
究
な
ど
の
分

野
に
偉
大
な
足
跡
を
残
し
た
田
淵
行
男
の
偉

業
を
永
く
伝
え
て
い
く
と
同
時
に
、
新
人
を

発
掘
し
て
、山
岳
写
真
・
自
然
写
真
分
野
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
次
の

と
お
り
写
真
作
品
を
募
集
し
賞
を
贈
り
ま
す
。

　

第
３
回
に
あ
た
る
今
回
は
、
田
淵
行
男
記

念
館
開
館
20
周
年
事
業
と
し
て
行
い
ま
す
。

●
主
催　

田
淵
行
男
記
念
館
開
館
20
周
年
記

念
事
業
実
行
委
員
会

●
賞　

　

田
淵
行
男
賞

　
（
賞
金
50
万
円
・
賞
状
・
副
賞
）　

１
人

準
田
淵
行
男
賞

（
賞
金
10
万
円
・
賞
状
・
副
賞
）　

１
人

ア
サ
ヒ
カ
メ
ラ
賞
・
日
本
カ
メ
ラ
賞
・

フ
ォ
ト
コ
ン
賞
・
岳
人
賞
・
山
と
渓
谷

賞
（
賞
状
・
副
賞
）
各
１
人

●
応
募
受
付　

平
成
22
年
２
月
28
日（
日
）ま
で

●
応
募
要
項

①
テ
ー
マ　

山
岳
、
動
植
物
の
生
態
、
自
然

環
境
に
関
す
る
こ
と
等
を
記
録
し
た
も
の
。

②
応
募
資
格　

プ
ロ
・
ア
マ
不
問
。

③
作
品
等

・
作
品
は
５
枚
以
上
20
枚
以
内
で
構
成
さ
れ

る
組
写
真
を
１
点
と
す
る
。
応
募
点
数
の

制
限
な
し
。

・
カ
ラ
ー
、
モ
ノ
ク
ロ
、
デ
ジ
タ
ル
不
問
。

応
募
作
品
の
サ
イ
ズ
は
、
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム

の
場
合
は
、キ
ャ
ビ
ネ
以
上
に
プ
リ
ン
ト
。

カ
ラ
ー
リ
バ
ー
サ
ル
フ
ィ
ル
ム
の
場
合
は
、

35
㍉
判
以
上
で
必
ず
マ
ウ
ン
ト
す
る
か
、

キ
ャ
ビ
ネ
以
上
に
プ
リ
ン
ト
。
デ
ジ
タ
ル

の
場
合
は
、
キ
ャ
ビ
ネ
以
上
に
プ
リ
ン
ト

（
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
も
可
）。

・
作
品
に
は
、
写
真
１
枚
ご
と
の
説
明
と
、

１
０
０
０
字
以
内
の
制
作
意
図
（
あ
る
い

は
研
究
趣
旨
）
の
解
説
を
別
紙
に
記
入
し

て
添
付
す
る
こ
と
。

・
作
品
に
は
、
住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
撮
影
場
所
、
撮
影
時
期
を

添
付
す
る
こ
と
。

・
応
募
作
品
は
商
業
誌
・
紙
に
未
発
表
の
も

の
に
限
る
。

・
応
募
は
郵
送
も
し
く
は
宅
配
便
で
行
う
。

・
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
本
人
に
帰
属
す
る
。

た
だ
し
、
田
淵
行
男
記
念
館
は
、
展
示
・

刊
行
物
へ
の
掲
載
を
無
償
で
自
由
に
行
え

る
も
の
と
す
る
（
プ
リ
ン
ト
作
成
料
は
田

淵
行
男
記
念
館
が
負
担
）。

④
出
品
料　

無
料
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ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

豊
科
郷
土
博
物
館72

・
５
６
７
２

豊
科
近
代
美
術
館

73
・
５
６
３
８

73
・
６
３
２
０

田
淵
行
男
記
念
館

〒
３
９
９-

８
２
０
１
安
曇
野
市
豊
科
南
穂
高
５
０
７
８-

２

　
　

72
・
９
９
６
４

安
曇
野

髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

81
・
３
０
３
０

82
・
０
５
５
１

図
書
館
映
画
会

三
郷
図
書
館

77
・
２
１
０
９ 

76
・
３
０
７
７

豊
科
図
書
館

72
・
２
１
５
８ 

内
線
１
５
１
１

73
・
６
４
０
１

出展中の並木恒延さんの
作品「しじま」

内山　節さん

「風そよぐ頃」



博物館施設
　　　　　▽▼▽▼▽▼

博物館施設
　　　　　▽▼▽▼▽▼
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●
申
し
込
み
方
法

　
　

申
し
込
み
の
締
め
切
り
は

す
べ
て
８

月

日
（
金
）（
必
着
）
で
す

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん

応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す

当
選
者
に
は

招
待
状
を
８
月
下
旬
ま
で
に
発
送
し
ま
す

　
　

招
待
状
の
発
送
を
も

て

当
選
者
の

発
表
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

お

申
し
込
み
さ
れ
た
人
の
個
人
情
報
は

開

館
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内
以
外
に
は
使

用
し
ま
せ
ん

①
郵
送
の
場
合

・
往
復
は
が
き
も
し
く
は
封
書（
切
手
の
張

た
返
信
用
は
が
き
を
同
封
）
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い

申
込
書
は
市
ホ

ム

ペ

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ド
で
き
ま
す

・
郵
便
番
号
ご
住
所
お
名
前
電
話
番
号

同
伴
さ
れ
る
人
（
１
人
の
み

就
学
未
満

の
人
は
ご
入
場
い
た
だ
け
ま
せ
ん
）
の
お

名
前
・
ご
住
所

希
望
す
る
イ
ベ
ン
ト
番

号
と
イ
ベ
ン
ト
名
（
第
２
希
望
ま
で
記
入

可
）
勤
務
先
・
学
校
名
（
市
外
に
お
住
ま

い
の
人
の
み
）
を
ご
記
入
く
だ
さ
い

・
返
信
用
は
が
き
の
切
手
面
に
は
郵
便
番
号

ご
住
所
お
名
前
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い

・
送
付
先
　

３
９
９
‐
８
３
０
３

　

安
曇
野
市
穂
高
６
７
６
５
‐
２

安
曇
野
市
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ

「
み

ら
い
」
開
館
記
念
イ
ベ
ン
ト
ご
招
待
係

②
持
参
の
場
合

・「
み
ら
い
」
に
備
え
付
け
の
申
込
書
で
も

お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す

（
平
日
午
前
８
時

分

午
後
５
時

分
）

・
お
申
し
込
み
時
に
は
返
信
用
は
が
き
を
必

ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
（
切
手
面
に
は
住

所

郵
便
番
号

氏
名
を
必
ず
ご
記
入
く

だ
さ
い
）

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
ロ
ビ

コ
ン
サ

ト

出
演
者
募
集

「
み
ら
い
」
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ

ル
で

９
月

日

日
の
間
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

に

市
内
在
住
の
音
楽
家
に
出
演
し
て
い
た

だ
く

ミ
ニ
コ
ン
サ

ト
を
開
催
し
ま
す

市
内
に
お
住
ま
い
の
音
楽
家
で

こ
の
「
ラ

ン
チ
タ
イ
ム
ロ
ビ

コ
ン
サ

ト
」
に
出
演

い
た
だ
け
る
人
は
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い

【
応
募
資
格
等
】

・
市
民
に
よ
る
コ
ン
サ

ト
と
す
る
た
め

現
在

演
奏
活
動
を
さ
れ
て
い
る
市
内
在

住
の
人
お
よ
び
市
内
在
住
の
人
を
含
む
団

体

ア
ン
プ
な
ど
増
幅
器
を
使
用
し
て
の

演
奏
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

●
募
集
人
数
　

若
干
名

●
申
し
込
み

①
出
演
申
込
書
を
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い

申
込
書
は
市
ホ

ム
ペ

ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ド
で
き
ま
す

②
演
奏
す
る
曲
目
を
Ｃ
Ｄ-

Ｒ

Ｍ
Ｄ

カ

セ

ト
テ

プ
に
１
曲
だ
け
録
音
し

申

込
書
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い

●
申
込
期
限
　

８
月

日
（
金
）（
必
着
）

●
審
査
結
果
　

８
月
末
日
ま
で
に
本
人
あ
て

に
通
知
し
ま
す

●
出
演
　

出
演
日
程
に
つ
い
て
は
９
月

日

日
の
間

ま
た
は
そ
れ
以
降
の
土
曜

日

日
曜
日
等
と
し

後
日
調
整
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

薄
謝
を
用
意
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す

市
民
「
マ
イ
・
コ
レ
ク
シ
ン
展
」

出
展
者
募
集

交
流
ギ

ラ
リ

に
お
い
て

来
年
１

2
月
に

市
民
の
皆
さ
ん
が
収
集
さ
れ
た
コ

レ
ク
シ

ン
や

思
い
出
の
品

家
宝
と
し

て
い
る
大
切
な
品
な
ど
を
出
品
し
て
い
た
だ

く
マ
イ
・
コ
レ
ク
シ

ン
展
を
開
催
し
ま
す

【
応
募
資
格
等
】

・
市
内
在
住
の
人

・
長
期
間
で
収
集
し
た
も
の

苦
労
し
て
探

し
求
め
た
品
々

今
で
は
入
手
困
難
と
な

た
懐
か
し
い
も
の

郷
土
の
文
化
に
関

連
す
る
よ
う
な
コ
レ
ク
シ

ン
等

た
だ

し

自
動
車

大
型
の
機
械
や
器
具

家

具

宝
石

高
級
美
術
品
及
び
動
物
等
は

対
象
外
で
す

●
募
集
人
数
　

若
干
名

●
申
し
込
み

①
出
展
申
込
書
を
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い

申
込
書
は
市
ホ

ム
ペ

ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ド
で
き
ま
す

②
写
真
を
申
込
書
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い

●
申
込
期
限
　

月

日
（
金
）（
必
着
）

●
審
査
結
果
　

月
中
に
本
人
あ
て
に
通
知

し
ま
す

●
出
展
　

応
募
点
数
が
多
い
場
合

出
品
物

の
種
類
が
重
複
す
る
場
合
は
審
査
に
よ

て

出
品
物
を
決
定
し
ま
す

出
展
期
間

な
ど
は

後
日
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
薄
謝
を
用
意
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

多
目
的
交
流
ホ

ル
の
開
館
記
念

無
料
体
験
希
望
者
募
集

　

「
み
ら
い
」
多
目
的
交
流
ホ

ル
の
無
料

体
験
を
９
月

日

日
に
行
い
ま
す

【
利
用
条
件
】

・
メ
ン
バ

の
う
ち
市
民
が
半
数
以
上
で
構

成
さ
れ
て
い
る
音
楽
サ

ク
ル
等

・
事
前
予
約
が
必
要
で
す
（
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

・
期
間
中
の
午
前

午
後

夜
間
の
い
ず
れ

か
１
回
の
み
の
ご
利
用
で
す

・
備
品
は
希
望
に
応
じ
て

音
響
反
射
板

ピ
ア
ノ
と
指
揮
台
が
利
用
可
能
で
す

・
楽
器
の
持
ち
込
み
も
可
能
で
す

・
照
明
は
練
習
灯
と
客
席
灯
の
み
で
す

・
舞
台
で

人
程
度

客
席
で
練
習
す
る
場

合
は
２
０
０
人
程
度
で
利
用
可
能

・
そ
の
他
「
み
ら
い
」
の
利
用
規
定
を
遵
守

し
て
い
た
だ
き
ま
す

●
申
し
込
み

・
申
込
書
を
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
（E-m

ail

Ｆ
Ａ
Ｘ
も
可
）
申
込
書

は
市
ホ

ム
ペ

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ド
で
き
ま
す

●
申
込
期
限
　

8
月

日
（
金
）（
必
着
）

・
当
選
者
に
は
通
知
文
を
8
月
中
旬
ま
で
に

発
送
し
ま
す
通
知
文
の
発
送
を
も

て

当
選
者
の
発
表
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す

・
落
選
者
へ
の
通
知
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ

「
み
ら
い
」

〒
３
９
９
８
３
０
３
　

安
曇
野
市
穂
高
６
７
６
５
２
安
曇
野
市
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ

「
み
ら
い
」

・
３
１
１
１ 

・
０
９
６
６

bunka@
city.azum

ino.nagano.jp

開
館
記
念
イ
ベ
ン
ト
・
無
料
招
待

　

９
月

日
（
土
）
に
開
館
す
る
「
み
ら
い
」
の
開
館
記
念
イ
ベ
ン
ト
に

市
内
在
住

在
勤

在
学
の
人
を
無
料
で
ご
招
待
し
ま
す
（
各
回
２
０
０
人
）

《　開館記念イベント　》
①講演会「その時歴史が動いた」の世界

出演：松平定知（フリーアナウンサー）
日時：9月 12 日（土）
　　　午後１時 30 分開場　午後 2時開演　（午後 3時 30 分終了予定）

②「東京藝術大学　室内楽コンサートⅠ」
出演：守山光三（東京藝術大学教授）、東京藝術大学音楽学部学生
日時：9月 12 日（土）
　　　午後 6時 30 分開場　午後 7時開演　（午後 9時終了予定）

③「東京藝術大学　室内楽コンサートⅡ」
出演：守山光三（東京藝術大学教授）、東京藝術大学音楽学部学生
日時：9月 13 日（日）
　　　午後 1時 30 分開場　午後 2時開演　（午後 4時終了予定）

④「藤原由紀乃　ピアノ・リサイタル」
出演：藤原由紀乃（ピアニスト）
日時：9月 19 日（土）
　　　午後 2時 30 分開場　午後 3時開演　（午後 5時終了予定）

場所はいずれも「みらい」内、多目的交流ホールです。

　6月 27、28 日の両日、施設東側にある交流広場に芝を植えるイベントと施設
見学会が行われました。27 日午前中は、穂高幼稚園の園児や保護者、先生など
100 人以上が参加。真夏を思わせる日差しの中、移植ゴテを使って芝の苗を手
際よく植えました。お母さんと弟が一緒に参加した西川陽菜さん（小 2）は、「暑
かったけどがんばった。芝がいっぱいになったら、また来てみたい」と大粒の
汗を流しながら話してくれました。1時間程で予定の分を植え終ると、石拾い
をして作業は終了。その後、一般見学者も加わり、施設内を見学しました。

～　みんなの「みらい」を目指して　～
※

ペ

ジ
か
ら

ペ

ジ
の
各
申
し
込
み
先
は

全
て
こ
の
ペ
ジ
右
上
の
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ

「
み
ら
い
」
で
す

（返信面）

　　　

　　お申込になられる人の
　　　　・郵便番号
　　　　・ご住所
　　　　・お名前
　
　

（裏面は白紙のまま）

（往信面）

1　希望イベントNo.・イベント名
　　（１枚に付き第 2希望までのイベントを記入可）
2  郵便番号、ご住所
3お名前
4電話番号
5勤務先・学校名（所在地）
　　（市外にお住まいの人のみ） 

6 同伴される人のお名前（１枚につき１人のみ）
7同伴される人のご住所
8同伴される人の勤務先・学校名（所在地）
　　（市外にお住まいの人のみ）

（裏面は送付先を記入）

往復はがき記入例
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館
内
見
学
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
は
、

全
市
的
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
中
核
機
能
を
有

す
る
中
央
図
書
館
（
開
架
15
万
冊
、
閉
架
５

万
冊
）、
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
１
５
０
㎡
）、

多
目
的
交
流
ホ
ー
ル
（
１
８
４
㎡
・
２
０
０

席
）、
学
習
室
な
ど
が
併
設
さ
れ
た
複
合
施

設
で
す
。

　

８
月
29
日
と
30
日
の
両
日
、
セ
ン
タ
ー
内

を
見
学
で
き
る
「
安
曇
野
市
穂
高
交
流
学
習

セ
ン
タ
ー
“
み
ら
い
”
開
館
前
館
内
見
学
ツ

ア
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

９
月
12
日
（
土
）
の
開
館
が
迫
る
館
内
を
、

こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

８
月
29
日
（
土
）
30
日
（
日
）

　

10
時
～
・
11
時
～
・
14
時
～
・
15
時
～

　
（
両
日
共
同
じ
時
間
）

　

１
回
40
分
程
度

●
定
員　

特
に
あ
り
ま
せ
ん

●
そ
の
他　

参
加
費
無
料
・
事
前
申
込
不
要

　
（
時
間
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）

レ
セ
プ
シ
ョニ
ス
ト
の
公
募
と
育
成

セ
ミ
ナ
ー
開
催

　
「
み
ら
い
」で
は
、コ
ン
サ
ー
ト
や
講
演
会
、

演
劇
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

　

そ
こ
で
、
お
客
さ
ま
を
き
め
細
か
く
行
き

届
い
た
対
応
で
お
迎
え
し
、
主
催
者
と
と
も

に
快
適
な
鑑
賞
の
場
を
提
供
す
る
た
め
に
、

お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
人
（
レ
セ
プ
シ
ョ
ニ

ス
ト
）
を
公
募
し
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
も
ぎ

り
、
客
席
へ
の
ご
案
内
、
コ
ン
サ
ー
ト
等
の

チ
ケ
ッ
ト
発
売
日
の
電
話
対
応
な
ど
を
行
っ

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

●
公
募
人
数　

10
人
程
度
（
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
登
録
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

●
申
込
者
の
資
格　

①
20
歳
以
上
の
人
。

②
９
月
12
日
の
開
館
後
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ニ

ス
ト
と
し
て
月
２
～
３
回
程
度
、
お
手

伝
い
い
た
だ
け
る
人
。

③
次
の
育
成
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
可
能
な
人
。

●
育
成
セ
ミ
ナ
ー

　
「
み
ら
い
」
の
概
要
や
自
主
企
画
事
業

の
内
容
の
説
明
。
文
化
活
動
の
も
う
１
つ

の
主
役
、「
お
も
て
な
し
」
と
い
う
「
心

の
技
術
」
を
学
び
ま
す
。

①
日
時　

８
月
29
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
４
時

②
場
所　

安
曇
野
市
穂
高
交
流
学
習
セ
ン

　

タ
ー
「
み
ら
い
」

●
申
込
方
法
と
申
込
期
限

①
申
込
方
法

・
申
し
込
み
は
、「
み
ら
い
」
レ
セ
プ
シ
ョ

ニ
ス
ト
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、持
参
、郵
送
、電
子
メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ

Ｘ
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

・
申
込
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

②
募
集
期
限　

８
月
10
日
（
月
）
必
着

●
選
考
方
法

①
選
考
は
申
込
書
の
内
容（
志
望
動
機
他
）

に
よ
る
書
類
選
考
に
よ
り
行
い
ま
す
。

②
選
考
委
員
会
を
設
け
ま
す
。

③
選
考
委
員
会
の
委
員
構
成
は
、
教
育
委

員
会
で
定
め
ま
す
。

④
選
考
の
結
果
は
、合
否
に
か
か
わ
ら
ず
、

８
月
中
旬
ま
で
に
教
育
委
員
会
文
化
課

か
ら
申
込
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

●
謝
礼　

　

別
に
定
め
る
額
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

音
響
・
照
明
ス
タ
ッ
フ
の
公
募
と

育
成
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

ス
テ
ー
ジ
作
り
を
支
え
る
音
響
・
照
明
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
、
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
人

を
公
募
し
ま
す
。
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル
で
行

う
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
講
演
会
、
上
映
会
な
ど

で
音
響
や
照
明
操
作
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
く
予
定
で
す
。

●
公
募
人
数　

10
人
程
度
（
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
登
録
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

●
申
込
者
の
資
格　

①
20
歳
以
上
の
人
。

②
９
月
12
日
の
開
館
後
、
音
響
・
照
明
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
月
２
～
３
回
程
度
、
お

手
伝
い
い
た
だ
け
る
人
。

③
次
の
育
成
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
可
能
な
人
。

●
育
成
セ
ミ
ナ
ー

　
「
み
ら
い
」の
概
要
や
自
主
企
画
事
業
の

内
容
の
説
明
。
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル
の
音

響
や
照
明
機
器
の
操
作
法
を
学
び
ま
す
。

①
日
時　

８
月
30
日(

日)

　

午
後
１
時
～
４
時

②
場
所　

安
曇
野
市
穂
高
交
流
学
習
セ
ン

タ
ー
「
み
ら
い
」

●
申
込
方
法
と
申
込
期
限

①
申
込
方
法

・
申
し
込
み
は
、「
み
ら
い
」
音
響
・
照

明
ス
タ
ッ
フ
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
持
参
、
郵
送
、
電
子
メ
ー

ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。

・
申
込
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

②
募
集
期
限　

８
月
10
日
（
月
）
必
着

●
選
考
方
法

①
選
考
は
申
込
書
の
内
容（
志
望
動
機
他
）

に
よ
る
書
類
選
考
に
よ
り
行
い
ま
す
。

②
選
考
委
員
会
を
設
け
ま
す
。

③
選
考
委
員
会
の
委
員
構
成
は
、
教
育
委

員
会
で
定
め
ま
す
。

④
選
考
の
結
果
は
、合
否
に
か
か
わ
ら
ず
、

８
月
中
旬
ま
で
に
教
育
委
員
会
文
化
課

か
ら
申
込
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

●
謝
礼

　
　

別
に
定
め
る
額
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

　
「
み
ら
い
」

教
育
委
員
会
文
化
課
文
化
振
興
係

81
・
３
１
１
１ 

82
・
０
９
６
６

21 広報あづみの　2009.7.22

第 19 回 信州安曇野薪能　開催
今回で１９回目と、県内では屈指の実績を誇る「信州安曇野薪能」。特設された舞台の背景は夕映えの北アルプス。雄

大な自然環境の中での舞台は、独特の素晴らしい雰囲気であると、観客の皆さまばかりでなく、多くの舞台を踏む出演者
の皆さまからもご好評をいただいています。人間国宝の能楽師が２人出演する今回の上演は、他の会場では味わえない豪
華な舞台となります。

能「高砂」たかさご

シテ（尉
じょう

・住吉明神）　片山　清
き よ し

司　　ツレ（姥
うば

）　味
み か た

方　玄
しずか

　　ワキ（神主友
ともなり

成）　宝
ほうしょう

生　欣
きん

哉
や

　上京の途中、高砂の浦に立ちよった神主友成は、松の木陰を掃き清める老夫婦に出会う。二人は、この松こそ高砂の松
であり、遠い住吉の地にある住の江の松と合わせて「相生（あいおい）の松」と呼ばれている謂

い

われを話しはじめる…。
　高砂は能の代表的な祝言曲として、広く親しまれてきました。能を見たことがない人でも、婚礼の席等でこの曲から取
られた「高砂や、この浦舟に帆をあげて・・」という謡を聞いたことがあるのではないでしょうか。

狂言「蚊相撲」かずもう

（大名）野村　萬
まん

　（人間国宝）　・　（太郎冠
か じ ゃ

者）　野村　扇
せんじょう

丞　・　（蚊の精）　野村　万蔵
　相撲取りを召し抱えるために使わされた太郎冠者は、人間の姿となって人の血を吸おうとしている蚊の精を知らずに連
れて帰る。さっそく新参者と相撲の勝負を始めるのだが…。
　人間と蚊の精の相撲という愉快な演目です。

舞囃子「熊野　村雨留」ゆや むらさめどめ
片山九郎右衛門　（人間国宝）

　老母の重病を伝え聞いた熊野は主人に暇を願い出るのだが、許されず、かえって花見の供を命じられる。酒宴が始まり、
しぶしぶ舞を舞う熊野であったが、雨が降りはじめ、花が散るのを見ると母の命を思いやられ、涙ながらにその気持ちを
主人に伝える。『平家物語』の平宗盛の話に取材した作品。故郷にいる母親の無事を祈る熊野の気持ちを描いています。

能「鞍馬天狗　白頭」くらまてんぐ はくとう
シテ（山伏・大天狗）　青木　道喜　・　（牛若）　味方　和　　

（花見）　味方　梓　・　青木　真由人　・　安曇野市の子どもたち　　
ワキ（東谷の僧）　宝生　欣哉　・　（能力）　野村　万蔵　・　（ 木

こ の は

葉天狗）　野村　太一郎

●日　時　8 月 22 日（土）　
　午後 4 時 30 分開場　午後 5 時演能解説
　午後 5 時 30 分開演　（8 時 30 分頃終了予定）
　全席自由　午後 3 時 30 分より会場受付にて入場整理券を
　配布します。
●会　場　明科龍門渕公園特設能舞台（JR篠ノ井線明科駅
　下車徒歩 5 分）
●入場料　一般前売 3,000 円　当日 3,500 円
　学生（大学生等）1,000 円（高校生以下）500 円
　※学生は前売り、当日共通

●入場券取扱い所　市公民館各分館、市民タイムス安曇野インフ
ォメーションセンター、平安堂あづみ野店、明金堂書店、豊科サティ

●その他　雨天の場合は明科体育館で行います。車でお越
しの場合は龍門渕公園運動広場をご利用ください。
JR 豊科駅、JR 穂高駅→明科龍門渕公園の無料送迎バス
を運行します。
JR 豊科駅 ･JR 穂高駅発 午後２時 30 分 ･ 午後３時 30 分
＜ 2 便＞　※帰りは当日の終演後お知らせします。

問い合わせ先　　「みらい」内　文化課文化振興係（481・3111 682・0966）

①僧正ヶ谷に住む山伏が、花
を眺めに来ます。

⑦山伏は、牛若に花の名所
を教え、実は天狗であるこ
とを明かして、

②一方、西谷の寺男が、東
谷へと使いに行き、

⑧兵法を伝えることを約束し、
飛び去ります。

③ちょうど、東谷の僧達に出
会い、花見の招待状を渡して、

⑨やがて、木葉天狗達が現
れ、牛若の太刀打ち相手
ができるよう稽古をし、

④そのまま連れ立って西谷平
気、花見を楽しみます。

⑩牛若を呼び出します。

⑤そこへ、先刻の山伏が来、
興をそがれた一行は立ち去
ります。

⑪そこへ、大天狗が現れ、張
良の故事を語り、兵法の秘
伝を牛若に授け、

⑥しかし、牛若は残って、山
伏に話しかけます。

⑫行く末の武運を守ることを
約束して消え失せます。

※渡辺睦子著『能百番』（1986 年、
　平凡社発行）より



図　書　館
　　　　　▽▼▽▼▽▼

Lifelong learning news　No.45

　

既
存
商
店
街
活
性
化
プ
ロ
ジ

ク

ト
で
は

豊
科
・
穂
高
の
商
店
街
に

プ
ラ
ン
タ

に
よ
る
植
栽
を
行
い
ま

し
た

豊
科
で
は
マ
リ

ゴ

ル
ド

９
０
０
ポ

ト
を

穂
高
で
は
ベ
コ

ニ
ア
を
２
８
０
０
ポ

ト
植
え
ま
し

た

き
れ
い
に
飾
ら
れ
た
街
並
み
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い

　

安
曇
野
百
選
プ
ロ
ジ

ク
ト
で

は

親
子
で
地
域
の
景
観
を
学
び

今
後
の
活
動
に
結
び
つ
け
る
た
め

ウ

ク
ラ
リ

と
ワ

ク
シ

プ
を
開
催
し
ま
す

●
日
時
　

8
月
8
日
（
土
）

午
前
9
時

午
後
2
時
30
分

●
集
合
場
所
　

生
涯
学
習
セ
ン
タ

（
豊
科
高
家
）

▼
ウ

ク
ラ
リ

･･･

生
涯
学
習

セ
ン
タ

と
周
辺
の
郷
蔵
跡
拾

堰
飯
田
砦
址
な
ど
を
訪
ね
ま
す

▼
ワ

ク
シ

プ･･･

ウ

ク

ラ
リ

で
撮

た
写
真
を
地
図
に

落
と
し
て
感
想
な
ど
を
書
き
込
み

ま
す

●
参
加
費
　

無
料

●
定
員
　

親
子
20
組
（
先
着
順
）

●
持
ち
物
　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

飲

み
物
（
昼
食
は
ぬ
か
く
ど
ご
飯
の

お
に
ぎ
り
を
用
意
し
ま
す
）

●
申
し
込
み
　

7
月
27
日
（
月
）

事
務
局
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い

　

安
曇
野
料
理
開
発
プ
ロ
ジ

ク
ト

で
は

信
州
サ

モ
ン
・
わ
さ
び
・

り
ん
ご
・
玉
ね
ぎ
や
黒
豆
な
ど
安
曇

野
の
安
全
で
安
心
な
食
材
を
使

た

お
弁
当
の
お
か
ず
を
募
集
し
ま
す

●
応
募
期
限
　

8
月
21
日
（
金
）

●
応
募
方
法
　

料
理
名
・
材
料
・
作

り
方
を
任
意
の
様
式
で
作
成
し

事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

●
応
募
資
格
　

一
般

プ
ロ
不
問

●
そ
の
他
　

１
人
何
作
品
で
も
応
募

可

作
品
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
9
月

13
日（
日
）豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ

ル

で
行
い
ま
す

更
に

作
品
の
中

か
ら
10
月
に
開
催
す
る
安
曇
野
フ

ス
タ
の
お
弁
当
を
選
び
ま
す

 

　

黒
豆
プ
ロ
ジ

ク
ト
で
は

信
濃

黒
普
及
の
た
め

黒
豆
料
理
の
レ
シ

ピ
を
募
集
し
ま
す

家
庭
や
地
域
で

古
く
か
ら
作
ら
れ
て
い
た
伝
統
料
理

や
新
た
に
考
え
た
料
理
な
ど

黒
豆

を
使

た
料
理
を
応
募
し
て
く
だ
さ

い
レ
シ
ピ
は
1
作
品
4
人
分
と
し

料
理
名

材
料

作
り
方

料
理
の

特
徴
を
任
意
の
様
式
で
作
成
し

8

月
12
日
（
水
）
ま
で
に
事
務
局
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い

後
日
皆
様
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
料
理
の
発
表
会
を
予
定

し
て
い
ま
す

　

安
曇
野
の
景
観
に
調
和
し

人
に

優
し
い
エ
コ
住
宅
の
設
計
を

8
人

の
設
計
士
の
皆
さ
ん
に
提
案
い
た
だ

き
ま
し
た

3
月
に
安
曇
野
ブ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
会
議
関
係
者
に

5
月

14
日
か
ら
6
月
10
日
ま
で
平
安
堂
あ

づ
み
野
店
で
一
般
の
皆
さ
ん
に
投
票

（
全
３
２
１
票
）
を
し
て
い
た
だ
い

た
結
果

そ
れ
ぞ
れ
の
分
譲
地
に
建

て
る
場
合
の
設
計
と
し
て

次
の
作

品
が
１
位
と
な
り
ま
し
た

秋
に
は

表
彰
式
と
講
演
会
を
計
画
し
て
い
ま
す

明
科
野
花
見
分
譲
地
・
Ａ
‐
3

豊
科
下
鳥
羽
分
譲
地
・
Ｂ
‐
1

安 曇 野 ブ ラ ン ド ニ ュ ー ス 第 16回

安
曇
野
百
選
ウ

ク
ラ
リ

参
加
者
募
集

安
曇
野
モ
デ
ル
住
宅
設
計
コ
ン

ペ
結
果
発
表

安
曇
野
お
か
ず
フ

ス
タ

自
慢
の
黒
豆
料
理
大
募
集
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既
存
商
店
街
活
性
化

植
栽
事
業
を
実
施

6/6

三郷総合支所内　安曇野ブランド推進室（各プロジェクト事務局）
477・3111 677・6060  azumino-brand@city.azumino.nagano.jp

紹介する人

横山 宗義さん（堀金三田）

「
小
説
　

上
杉
鷹
山
」

　
　
　
　
　
　

（
上
・
下
）

童
門
冬
二
・
著

お
す
す
め
の
一
冊

　百年に一度の不況と言われる今日、先人の生き方
から学ぶことが多いと思います。そこで私は「小説
上杉鷹山」をおすすめします。
　当時日本で最悪の経済状態にあった米沢藩主の上
杉鷹山は、財政再建ばかりでなく、他人への思いや
りや優しさを育て、人を信じ合う心を甦らせた点が
高く評価されています。また、本の内容は対話形式
が多く、読みやすいと思います。

ドキドキ・ワクワクお話の世界

8月の おはなし会
豊科　ちいさいたんぽぽ（乳幼）・おはなしたんぽぽ（幼以上）
豊科公民館和室 (472・2158）

堀金　おはなしのへや
堀金図書館児童コーナー (472・5796）

明科　ひまわりおはなしの会
明科図書館内おはなしの部屋 (462・1122）

２１日（金） 11：00～（乳幼児対象）
 16：30～（幼児以上対象）

１３日（木） 10：30～（乳幼児対象）
１９日（水） 16：15～（幼児以上対象）

２９日（土） 11：00～（乳幼児以上対象）

穂高　おはなしとしょかん
穂高会館内講義室 (482・5970）

２２日（土） 10：30～（乳幼児対象）
 11：20～（幼児以上対象）

安
曇
野
市
図
書
館
基
本
計
画（
案
）

に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
提
言
を
募
集

　

こ
の
計
画
は
安
曇
野
市
中
央
図
書
館
の
開

館
（
９
月
）
に
伴
い

今
後
の
図
書
館
の
あ

り
方
や
取
り
組
む
内
容
を
明
確
に
す
る
た
め

に
策
定
し
ま
す

計
画
案
に
つ
い
て

ご
意

見
や
ご
提
言
な
ど
を
広
く
募
集
し
ま
す

●
募
集
対
象

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

②
市
内
に
通
勤
ま
た
は
通
学
す
る
人

③
市
内
で
事
業
活
動
を
行
う
個
人
や
団
体

④
市
税
を
納
税
し
て
い
る
人

●
募
集
期
間

　

8
月
7
日
（
金
）
ま
で

　

※
郵
送
の
場
合
は
同
日
必
着

●
提
出
方
法

教
育
委
員
会
文
化
課
図
書
館
係
あ
て
に

次
の
方
法
で
お
送
り
く
だ
さ
い

①
電
子
メ

ル

bunka@
city.azum

ino.nagano.jp

②
フ

ク
ス
　

・
０
９
６
６

③
郵
送
　

〒
３
９
９
８
３
０
３

安
曇
野
市
穂
高
６
７
６
５
２
番
地（
穂

高
交
流
学
習
セ
ン
タ

「
み
ら
い
」
内
）

④
直
接
持
参

・
市
内
図
書
館（
豊
科
三
郷
堀
金
明
科
）

・
穂
高
会
館

・
文
化
課
（
明
科
総
合
支
所
）

●
提
出
様
式

様
式
は
自
由
で
す

必
須
事
項
と
し
て

提
出
す
る
人
の
住
所

氏
名
（
団
体
名
）

電
話
番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い

※
必
須
事
項
の
記
入
漏
れ
の
あ
る
場
合
や

電
話
・
口
頭
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん

●
計
画
案
の
閲
覧
方
法

市
ホ

ム
ペ

ジ
お
よ
び
次
の
場
所
で
閲

覧
で
き
ま
す

・
市
内
図
書
館（
豊
科
三
郷
堀
金
明
科
）

・
穂
高
会
館

・
文
化
課
（
明
科
総
合
支
所
）

・
市
民
活
動
セ
ン
タ

「
く
る
り
ん
広
場
」

●
ご
意
見
の
取
り
扱
い

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
は

後

日

募
集
結
果
と
し
て
ホ

ム
ペ

ジ
へ

掲
載
し
ま
す

(

個
人
情
報
は
除
き
ま
す)

　

ご
意
見
等
に
対
す
る
直
接
の
返
事
は
い

た
し
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い

パ
ブ
リ

ク
コ
メ
ン
ト

教
育
委
員
会
文
化
課
図
書
館
係

・
３
１
１
１ 

・
０
９
６
６

A－ 2 A－ 1

A－ 4 A－ 3

B－ 2 B－ 1

B－ 4 B－ 3



　

ア
ル
プ
ス
花
街
道
実
行
委
員
会
で
は

８
月

日（
日
）
ス
ワ
ン
ガ

デ
ン
に

て「
ア
ル
プ
ス
花
街
道
in 

安
曇
野 

花

の
じ

う
た
ん
『
夢
』『
想
』『
花
』」を

開
催
し
ま
す
そ
こ
で
イ
ベ
ン
ト
で
作

成
す
る
花
の
じ

う
た
ん
画
の
原
画
を

募
集
し
ま
す

あ
な
た
の
描
い
た
イ
ラ

ス
ト
を
実
行
委
員
の
手
で
素
敵
な
じ

う
た
ん
画
に
仕
上
げ
ま
す

お
気
軽
に

ご
応
募
く
だ
さ
い

●
募
集
内
容
「
花
」
を
テ

マ
と
し
た

Ａ
４
用
紙
に
入
る
程
度
の
イ
ラ
ス
ト

●
応
募
方
法
　

８
月

日（
金
）（
消
印

有
効
）
ま
で
に

住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え

持
参
・
郵

送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ

ル
な
ど
の
方
法

で
事
務
局
宛
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い

〒
３
９
９
・
８
２
０
５

安
曇
野
市
豊
科
４
３
４
０

豊
科
総
合
支
所
地
域
支
援
課

toyoshina -sougou@city.azumino.nagano.jp

　

県
障
害
者
文
化
芸
術
祭
実
行
委
員
会

に
よ
る
芸
術
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す

●
日
時
　

▽
９
月

日
（
土
）
午
前
９

時

午
後
４
時

分
▽

日
（
日
）

午
前
９
時

午
後
２
時

分

●
場
所
　

松
川
町
町
民
体
育
館
（
下
伊

那
郡
松
川
町
元
大
島
３
５
９
２
２
）

●
応
募
資
格
　

県
内
に
住
所
を
有
し

障
害
を
お
持
ち
の
人

●
応
募
規
定
　

▽
部
門
　

絵
画
・
手
芸
・

工
芸
・
書
道
・
写
真
　

▽
い
ず
れ
か

の
部
門
で

１
人
も
し
く
は
１
グ
ル

プ
１
点
で
す

▽
作
品
は

平
成

年
8
月
以
降
に
制
作
し
た
も
の
と

し
ま
す

各
部
門
の
規
格
な
ど
は
申

込
先
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い

●
そ
の
他
　

作
品
の
搬
入
方
法
な
ど
は

申
し
込
み
者
に
あ
ら
た
め
て
通
知
し

ま
す

●
申
し
込
み
　

８
月

日（
金
）ま
で
に

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
へ
電
話
か

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　

体
力
向
上
や
健
康
づ
く
り
に
関
心
を

お
持
ち
の
壮
年
期
の
男
性
の
皆
さ
ん

健
康
太
極
拳
と
料
理
を
セ

ト
で
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か

参
加
ご
希
望
の
人
は

高
齢
者
福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

●
場
所
　

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ

●
時
間
　

い
ず
れ
も
午
前
９
時

分

11
時

分

●
参
加
料
　

無
料
（
ス
ポ

ツ
保
険
料

別
途
）

●
対
象
者
　

お
お
む
ね

歳

歳
ま
で

●
定
員
　

人
（
先
着
順
）

●
そ
の
他
　

第
６
回

第
８
回
は
料
理

教
室
に
な
り
ま
す

詳
し
い
内
容
は

申
し
込
み
後
に
ご
案
内
し
ま
す

●
申
し
込
み
　

７
月

日
（
水
）
午
前

８
時

分
か
ら
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
お
申
し

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）

　

６
月

日
に
野
沢
公
園
の
計
画
が
変

更
さ
れ
ま
し
た

●
位
置
　

三
郷
温
野
沢
地
区

●
変
更
内
容
　

公
園
面
積
を
約
５
０
０

㎡
増
や
し
０
・
４

と
し
た

●
変
更
の
目
的
　

公
園
に
接
す
る
道
路

を
整
備
す
る
た
め

ア
ル
プ
ス
花
街
道

花
の
じ

う
た
ん
画
原
画
募
集

地
域
支
援
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（

･

３
１
１
１ 

･

８
３
４
０
）

夢
・ア

ト
フ
ス
タ
ま
つ
か
わ
ま
ち

障
害
者
文
化
芸
術
祭

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（

･

０
７
２
４ 

･

０
７
０
３
）

男
性
の
健
康
太
極
拳

プ
ラ
ス
料
理
教
室

高
齢
者
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

（

・
０
７
３
１ 

・
０
７
０
３
）

野
沢
公
園（
三
郷
都
市
計
画
公
園
）の

計
画
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

都
市
計
画
課
計
画
係

（

･

３
１
１
１ 

･

３
５
６
９
）

【
安
曇
野
能
面
展
】

　

安
曇
野
・
能
面
塾
の
生
徒
に
よ
る
1

年
間
の
研
鑽
の
成
果
を
展
示
し
ま
す

●
日
時
　

８
月
２
日
（
日
）

９
日

（
日
）
午
前

時

午
後
４
時

●
入
場
料
　

無
料

【
清
沢
洌
展
】

―
昭
和
史
に
お
け
る
慧
眼
の
外
交
評
論
家
―

　

北
穂
高
に
生
ま
れ

新
聞
記
者
と
し

て
勇
躍
し

や
が
て
外
交
評
論
家
と

な

た
清
沢
洌
の
生
涯
の
奇
跡
を
紹
介

し
ま
す

●
日
時
　

８
月

日（
火
）

日（
月
）

午
前
９
時

午
後
５
時

●
入
場
料
　

無
料

　

国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
内
の

あ
づ
み
の
学
校
（
テ

マ
展
示
館
）・

多
目
的
ホ

ル
で
は
「
大
昆
虫
展
」
を

開
催
し
ま
す

青
い
モ
ル
フ

蝶
の

壁
や
世
界
の
昆
虫
標
本
展
示
が
並
び
ま

す

カ
ブ
ト
ム
シ
・
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
に

触
れ
る
コ

ナ

も
あ
り
ま
す

皆
さ

ん
お
出
掛
け
く
だ
さ
い

●
期
間
　

８
月

日
（
月
）
ま
で

●
入
場
料
　

３
０
０
円（
小
学
生
以
上
）

※
別
途

入
園
料
必
要

●
入
園
料
　

大
人
４
０
０
円

小
人

円

幼
児
無
料
　

※
団
体
割
引
あ
り

●
開
園
時
間
　

午
前
９
時

分

午
後
６
時

※
詳
し
く
は
ホ

ム
ペ

ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い

http://w
w
w
.azum

ino.go.jp/

　

あ
づ
み
野
ラ
ン
ド
で
は

４
月
か
ら

始
ま
る
健
康
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す

運
動
不
足
シ

イ
プ
ア

プ

肩
こ
り

腰
痛
予
防
な
ど

年
齢
に
合

わ
せ
た
無
理
の
な
い
水
中
運
動
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か

●
申
し
込
み
　

９
月

日（
土
）ま
で
の

午
後
１
時

分

６
時
の
間
に

電

話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
９
月

日（
日
）に
抽
選
を
行
い

当
選
者

に
は
９
月

日（
土
）ま
で
に
電
話
で

連
絡
し
ま
す

落
選
者
へ
の
連
絡
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
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教室名 日時 定員・料金な
ど

アクアビクス
（火曜日コース）

９／ 29～
（全 12回）
15：00～ 15：45

定員：各教室とも
45人
受講料：2,400円
使用料：600円

（毎回）
※入浴料込み

アクアビクス
（金曜日コース）

10／２～
（全 12回）
13：45～ 14：30

ウオーキング
（火曜日コース）

９／ 29～
（全 12回）
13：45～ 14：30

開催日
第 1 回 8月20日（木）
第 2 回 24日（月）
第 3 回 9月 3日（木）
第 4 回 7日（月）
第 5 回 17日（木）
第 6 回 25日（金）
第 7 回 28日（月）
第 8 回 10月 9日（金）
第 9 回 16日（金）
第 10回 23日（金）
第 11回 26日（月）
第 12回 11月 6日（金）

碌
山
公
園
研
成
ホ

ル
展
覧
会

碌
山
公
園
研
成
ホ

ル

（

 
･

０
７
６
９
）

開
園
５
周
年
記
念 

大
昆
虫
展

公
園
管
理
セ
ン
タ（

･

５
５
１
１
）

音
楽
に
合
わ
せ
て
有
酸
素
運
動
と
筋
力
ア
プ

水
中
健
康
教
室

穂
高
広
域
施
設
組
合
あ
づ
み
野
ラ
ン
ド

（

・
０
２
５
６ 

・
０
２
５
７
）

せ

ら

知

お

●内容

大切な気配り
穂高区副区長
柳原和男

人 権 コ ラ ム

午後早々に始めた会議が漸く終わったのは陽が
西山に傾きかけた 5時を過ぎていた。
　会場を片付け帰ろうと、ふと見るとAさんの会
議資料がそのまま机の上に置いてある。忘れて帰る
ような方ではない。暫らく待ってみたが戻ってこな
い。気掛かりになって探しているうちにトイレに入
っていることが分かったのでまず一安心。
　程なく戻ってきたが顔色が悪く歩き方も変だ。そ
の上白いシャツに黄色い物が点々と見える。2歩、
3歩近づいてびっくりした。ワイシャツに付いてい
るものが何であるか直ぐに理解が出来た。「トイレ
が間に合わなくて」と俯きかげんにポツリといっ
た。騒ぎに気付いて女性が駆け付け、汚れた下着を
ビニール袋に入れ便器や床まで綺麗に掃除をして、
何事もなかったかのように帰っていった。
　Ａさんは 90 歳近い高齢になるが、会の名誉会長
として活躍している。全盛期には 1,500 名を越す会
員の指導者として東京の歌舞伎座公演をするなど
皆に楽しい思い出を沢山くれた立派な人格者でも
ある。
　30 分程で家族が迎えに来てくれた。恐縮した様
子で丁寧にお礼を言いながら帰られた。
　先程の女性の行動は、見ていてとても人の温もり
が伝わってきた。あれは女性だから出来たというよ
り「あの人だから出来たのだ」。私は、目から鱗が
おちる思いであった。

Information

情
報
ボ

ク
ス

本

堀

安

豊

穂

三

明

健

市
役
所
本
庁
舎

県
安
曇
野
庁
舎

豊
科
総
合
支
所

穂
高
総
合
支
所

三
郷
総
合
支
所

堀
金
総
合
支
所

明
科
総
合
支
所

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ

次回の発行
８月の広報あづみの
お知らせ版の発行は
ありません。
次回の発行日は８月
20日（木）です。
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市
で
は
、
高
等
学
校
な
ど
へ
通
学
す

る
生
徒
を
持
つ
、
市
内
に
住
所
を
有
す

る
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

補
助
金
制
度
を
実
施
し
ま
す
。
県
内
の

高
等
学
校
等
に
通
学
す
る
生
徒
の
保
護

者
の
皆
さ
ん
に
は
、
学
校
を
通
じ
て
申

請
に
必
要
な
書
類
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
は
、
所
得
等
の
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
案
内
を
ご
確
認
の
う

え
、
申
請
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者
の
皆

さ
ん
は
、
９
月
末
ま
で
に
学
校
教
育
課

に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
私

立
高
等
学
校
等
へ
通
学
し
て
い
る
生
徒

の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
私

立
高
等
学
校
等
通
学
者
に
対
す
る
奨
学

補
助
金
と
併
用
し
た
申
請
も
可
能
で
す
。

な
お
、
県
外
の
高
等
学
校
等
に
通
学
す

る
生
徒
の
保
護
者
お
よ
び
通
知
が
届
か

な
い
場
合
な
ど
、
ご
不
明
な
点
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
年
間
支
給
額　

生
徒
１
人
３
万
円

●
申
し
込
み　

９
月
30
日（
水
）ま
で
に

学
校
教
育
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

市
で
は
、
私
立
高
等
学
校
へ
通
学
す

る
生
徒
を
持
つ
保
護
者
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
に
、補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。

該
当
す
る
皆
さ
ん
に
は
、
郵
送
ま
た
は

学
校
長
を
通
じ
て
必
要
な
書
類
を
お
届

け
し
ま
す
。
案
内
通
知
を
ご
確
認
の
う

え
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
通

知
が
届
か
な
い
場
合
、
ご
不
明
な
点
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
支
給
条
件　

市
内
に
住
所
を
有
し
、

私
立
高
等
学
校
へ
通
学
す
る
生
徒

●
年
間
支
給
額　

生
徒
１
人
２
万
円

●
申
し
込
み　

８
月
７
日（
金
）ま
で
に

学
校
教
育
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

市
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル
で
は
、
要
約

筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座
（
手
書
き
コ
ー

ス
）
の
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

要
約
筆
記
は
、
講
演
会
な
ど
の
際
、
内

容
を
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど
に
映
し
出
し
、

中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
の
皆
さ
ん
に
内

容
を
伝
え
た
り
、
難
聴
者
個
人
に
対
し

て
紙
に
会
話
内
容
を
書
い
て
情
報
の
提

供
を
行
っ
た
り
す
る
も
の
で
す
。
大
勢

の
皆
さ
ん
の
受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

●
日
程　

９
月
２
日
～
12
月
２
日

毎
週
水
曜
日
（
全
13
回
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所　

市
穂
高
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

福
利
団
体
専
用
室

●
対
象
者　

全
日
程
参
加
可
能
な
人
で
、

講
座
終
了
後
、
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル

に
所
属
し
毎
週
金
曜
日
の
勉
強
会
に

参
加
し
て
活
動
可
能
な
人

●
定
員　

20
人

●
参
加
料　

無
料

　
（
テ
キ
ス
ト
代
３
０
０
０
円
程
度
必
要
）

●
申
し
込
み　

８
月
20
日
（
木
）
ま
で

に
、
電
話
で
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉

係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

長
野
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
家
族
を
自
死
で
失
っ
た
方
を
対
象

に
伊
那
市
内
で
南
信
地
域
自
死
遺
族
交

流
会
を
開
催
し
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
体

験
を
持
つ
仲
間
の
中
で
、
安
心
し
て
気

持
ち
を
開
く
こ
と
に
よ
り
心
を
い
や
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
お
電
話

く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時　

▽
８
月
23
日
（
日
）

▽
11
月
29
日
（
日
）

▽
平
成
22
年
２
月
21
日
（
日
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

●
開
催
場
所　

伊
那
市
内

●
参
加
費
用　

１
０
０
円（
お
茶
代
等
）

　

消
防
法
の
改
正
に
よ
っ
て
す
べ
て
の

住
宅
を
対
象
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
設
置
促

進
を
図
る
た
め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
４
月
採
用
の
市
職
員
（
中

級
・
保
育
士
）
の
採
用
試
験
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

●
日
程
お
よ
び
内
容

▽
第
１
次
試
験　

日
程　

９
月
20
日
（
日
）

場
所　

堀
金
総
合
支
所
（
応
募
状
況

に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

内
容　

教
養
試
験
、
専
門
試
験

▽
第
２
次
試
験

日
程　

10
月
下
旬
予
定

内
容　

面
接
試
験
、
作
文
試
験

●
受
験
案
内
・
受
験
申
込
書　

本
庁
舎

内
人
事
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
地
域

支
援
課
に
あ
り
ま
す
。
郵
送
を
希
望

す
る
場
合
は
、
１
４
０
円
切
手
を
同

封
の
う
え
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
受
験
案
内
な
ど

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
受
験
受
付
期
間　

８
月
17
日
（
月
）

～
21
日
（
金
）（
午
前
９
時
～
午
後

５
時
ま
で
）

●
申
し
込
み　

受
験
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
次
の
い
ず
れ
か

の
方
法
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
持
参
に
よ
る
方
法　

本
庁
舎
内
人
事

課
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
郵
送
に
よ
る
方
法　

８
月
21
日
ま
で

に
特
定
記
録
郵
便
な
ど
で
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

〒
３
９
９
・
８
２
０
５

安
曇
野
市
豊
科
４
９
３
２-

46

安
曇
野
市
役
所
人
事
課

　

来
年
４
月
に
採
用
予
定
の
松
本
広
域

連
合
消
防
職
員
（
初
級
）
の
採
用
資
格

試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

●
試
験
日
程

▽
第
１
次
試
験　

９
月
20
日
（
日
）

（
教
養
・
適
性
・
体
力
試
験
）

●
試
験
場
所　

松
本
市
中
央
公
民
館（
Ｍ
ウ
ィ
ン
グ
）

●
試
験
案
内
・
申
込
用
紙　

広
域
連
合

事
務
局
・
消
防
局
・
各
消
防
署
・
松

本
広
域
連
合
関
係
９
市
町
村
の
窓
口

に
あ
り
ま
す
。

※
郵
送
希
望
の
人
は
、送
付
先
の
住
所
・

氏
名
を
記
載
し
た
角
２
の
返
信
用
封

筒
に
、１
４
０
円
切
手
を
張
り
付
け
、

赤
字
で｢

試
験
案
内
希
望｣

と
明
記

の
う
え
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
試
験
案
内
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

●
申
し
込
み　

８
月
17
日（
月
）～
23
日

（
日
）ま
で
に
、松
本
広
域
連
合
事
務

局（
松
本
市
役
所
大
手
事
務
所
６
階
）

へ
、
本
人
が
直
接
受
験
申
込
書
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。（
土
・
日
曜
日

も
受
付
を
行
い
ま
す
）

※
市
内
各
地
で
行
わ
れ
る
夏
祭
り
の
交

通
規
制
は
、
本
紙
34
・
35
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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私
立
高
等
学
校
へ
通
う
生
徒
の

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

問
明
学
校
教
育
課
学
校
庶
務
係

（

62･

３
０
０
１

62･

５
７
２
１
）

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

（
手
書
き
コ
ー
ス
）

問
穂
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（

81
・
０
７
２
４ 

81
・
０
７
０
３
）

松
本
広
域
連
合
消
防
職
員

採
用
資
格
試
験（
初
級
）

問
松
本
広
域
連
合
事
務
局
総
務
課

〒
３
９
０-

０
８
７
４ 

松
本
市
大
手

３
丁
目
８
番
13
号（

34
・
３
２
５
０
）

uhttp://w
w

w
.m

-kouiki.or.jp

市
役
所
職
員
の
募
集

問
本
人
事
課
職
員
担
当

（

71
・
２
０
０
０ 

71
・
５
１
５
５
）

南
信
地
域
自
死
遺
族
交
流
会

問
長
野
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（

０
２
６･

２
２
７･

１
８
１
０
）

伊
那
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く
り
支
援
課

（

０
２
６
５･

７
６･

６
８
３
７
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
状
況

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

問
堀
危
機
管
理
室
消
防
防
災
係

（

72
・
６
７
６
９ 

72
・
６
７
３
９
）

●試験の内容
試験の
種　類

試験
区分

採用
人員 受験資格

中級

保育士 若干名
昭和 55 年 4 月 2 日から平成 2 年４月１日までに生
れた人で、保育士および幼稚園教諭の資格を有する
人（平成 22 年 3 月 31 日までに取得見込みの人を
含む）

保育士
（経験者

採用）
若干名

昭和 45 年 4 月２日から昭和 55 年 4 月 1 日までに生
れた人で、保育士資格および幼稚園教諭の免許を有し、
保育園（無認可は除く）または幼稚園（無認可は除く）
または児童養護施設において保育士または幼稚園教諭
として平成 21 年３月 31 日時点で通算 5 年以上の勤
務経験を有している人（勤務経験を証明できる人）

試験の
種　類

試験
区分

採用
人員 受験資格

初級 消防 若干名

昭和６１年４月２日から
平成４年４月１日までに生
まれた人で、高等学校卒業
程度の学力を有する人
ただし、４年制大学卒業者
及び卒業予定者は受験でき
ません。

高
等
学
校
へ
通
う
生
徒
の

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

問
明
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

（

62･

３
０
０
１ 

62･

５
７
２
１
）

（１）日本国籍を有しない人も受験できます。（就職が制限されている在留資格の人は除く）
（２）地方公務員法第 16 条に規定する欠格条項に該当する人は受験できません。

●試験の内容

ここをクリック

◇
お
詫
び
と
訂
正
◇

広
報
あ
づ
み
の（
７
月
８
日
発
行
）84
号

●
10
ペ
ー
ジ　

30
周
年 

あ
づ
み
野
祭

　

り
交
通
規
制

【
誤
】
▽
午
後
４
時
～
７
時

　
　

▽
午
後
５
時
30
分
～
７
時

【
正
】
▽
午
後
４
時
～
９
時

　
　

▽
午
後
５
時
30
分
～
９
時

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

集

募

員

職





防
衛
省
で
は
、
特
別
職
国
家
公
務
員｢

自
衛

官
等｣

の
受
付
と
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
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広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします 広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（434・2515）まで

工事名 工事個所 請負者 請負代金

（交付金）公共下水道　北穂高幹線第１１工区管渠工事 穂高北穂高 ㈱武井組                                71,925,000
（交付金・市単）公共下水道　北穂高幹線第１２工区管渠工事 穂高北穂高 ㈱大丸組                                28,350,000
（国補・市単）公共下水道関連　道路占用路面復旧（下堀　扇町工区）工事 堀金烏川 猿田建設㈱                              26,985,000
（交付金・市単）公共下水道関連　道路占用路面復旧（熊倉西その２）工事 豊科高家 ㈱振興建設                              26,040,000
市道新設改良事業　市道明科１０４２号線　道路改良工事 明科七貴 山﨑建設㈱                              24,570,000

（交付金・市単）公共下水道たきべ産業団地南　第４工区管渠工事 豊科高家 ㈱武井建設                              18,900,000
市単道路維持事業　市道穂高０２５９号線　下水道舗装本復旧工事 穂高有明 ㈱関組                                  18,690,000

（交付金・市単）公共下水道関連　道路占用路面復旧（熊倉西その３）工事 豊科高家 ㈱山本組                                18,112,500
（国補・市単）公共下水道関連　道路占用路面復旧（中堀工区）工事 堀金烏川 猿田建設㈱                              17,115,000
（交付金・市単）公共下水道　狐島西木戸枝線管渠工事 穂高北穂高 ㈱寿建設                                15,277,500
（国補・市単）特環公共下水道小岩岳７工区管渠工事 穂高有明 共和興業㈱                              15,015,000
市道新設改良事業　市道明科４０５９号線　道路改良工事 明科中川手 ㈱横内組                                14,070,000

（国補・市単）公共下水道関連　道路占用路面復旧（上鳥羽その１工区）工事 豊科 ㈱佐原建設                              13,860,000
市単道路維持事業　市道三郷１級９号線　舗装修繕工事 三郷温 山共建設㈱                              12,453,000
市道新設改良事業　市道明科１１２４号線　道路改良工事 明科七貴 ㈲堀内組                                12,180,000

（交付金・市単）公共下水道　青木花見枝線第７工区管渠工事 穂高北穂高 共和アスコン㈱                          6,615,000
市道新設改良事業　市道穂高４０３４号線　道路改良工事 穂高柏原 ㈲赤羽建設工業                          6,615,000
交通安全施設等整備事業　市道豊科北部２０９号線　歩道設置工事 豊科南穂高 ㈲小倉建設                              6,394,500
市道新設改良事業　市道明科２０４６号線　道路改良工事 明科南陸郷 ㈲岩渕組                                6,352,500

（国補・市単）公共下水道関連　道路占用路面復旧（下鳥羽寺村工区）工事 豊科 ㈲太田建設                              5,670,000
（市単）公共下水道熊倉南幹線　第５工区管渠附帯工事 豊科高家 ㈱山本組                                4,725,000
市単道路維持事業　市道穂高１級３号線　下水道舗装本復旧工事 穂高有明 ㈲図模                                  2,898,000

試験種目 応募資格 受付期間 試験日

２等陸・海・空士
男子

18 歳以上 27 歳未満
８月１日～９月 11 日 ９月 20 日
８月１日～９月 15 日 ９月 26 日

女子 ８月１日～９月 11 日 ９月 27 日

一般曹候補生 男女 18 歳以上 27 歳未満 ８月１日～９月 11 日 １次　 9 月 19 日
２次　10 月 10 日　　

看護学生 男女 高卒（見込含）24 歳未満 ９月７日～ 10 月２日 １次　10 月 24 日
２次　11 月 21・22 日　　

航空学生 男女 高卒（見込含）21 歳未満 ８月１日～９月 11 日
１次　 9 月 23 日
２次　10 月 17 ～ 22 日　　
３次　11 月 14 ～ 12 月 18 日

防衛大学校
学　　　生

推薦
男女

高卒（見込含）21 歳未満
（高等学校長の推薦等が別途必要） ９月５日～９月 9 日 ９月 26・27 日

一般 高卒（見込含）21 歳未満 ９月７日～ 10 月 2 日 １次　11 月７・８日
２次　12 月 15 ～ 19 日

防衛医科大学校学生 男女 高卒（見込含）21 歳未満 ９月７日～ 10 月 2 日 １次　10 月 31 日・11 月 1 日
２次　12 月２～４日

名称 内容 日時・場所 定員・費用 備考

講
習

玉掛け技能講習

市商工会では、クレーン
作業中の事故防止のため
に、玉掛け技能講習を行
います。

時：▽８月29日（土）
終日・学科講習
▽８月30日（日）
午前・学科講習、午
後・実技講習
▽９月６日（日）
終日・実技講習
受付 8：00～
講習 8：30～17：00

所：明科公民館および
駐車場

定：30 人（先着順）
料：○第１コース

　１万５千円
○第２コース

１万３千円
（６ヶ月経験者）

○第３コース
１万２千円（小
型移動式クレ
ーン免許のあ
る方）

問：申：安曇野市商工会
（487･9750 672･8491）

※８月 20 日（木）までに電話か
FAX でお申し込みください。

市民健康講習
安曇野赤十字病院
救急法講習

心肺蘇生法（人工呼吸や
心臓マッサージ）、ＡＥＤ
の使い方などが学べます。
家族や近くにいる人が、
急に倒れたときの対処法
です。講義と実技を交え
て、わかりやすく説明し
ます。

時：9月12日（土）
　　17：00～19：00
所：堀金公民館

定：30 人（先着順）
料：200 円

問：安曇野赤十字病院会計企画課
三浦さん、丸山さん

（472･3170 672･2314）
※受講資格はありません。どな

たでも受講できます。
※教材準備の都合がありますで、

前日までに予約してください。

市民健康講習
安曇野赤十字病院
幼児安全法講習

子どもに起こりやすい事
故の予防と手当、子ども
の病気への対応について
の講習です。核家族化が
進んでいますので、とっ
さの対応が心配な人にも
お勧めします。

時：10月8日（木）
　　13：00～15：00
所：安曇野赤十字病院
　　４階講堂

定：30 人（先着順）
料：200 円

市民健康講習
安曇野赤十字病院
健康生活支援講習

高齢者の介護の方法や、
高齢期を迎える前からの
健康管理、地域での高齢
者支援などを内容とした
講習です。健やかな高齢
期を過ごすための知識や
技術が学べます。

時：10月31日（土）
　　17：00～19：00
所：三郷公民館

定：30 人（先着順）
料：50 円

講
座

ホームヘルパー２級

資格取得講座

平日が忙しい人のための
土曜日講座です。修了後
の就労先を紹介します。

募集期限：
　8月17日（月）まで
受講期間：８月22日～

11月28日の間の土曜日
実習期間：12月７日～

21年1月までの間で
4日間

所：松本市勤労者福祉
　センターほか

定：20 人（先着順）
受講料：55,000円

（別途テキスト代
6,000円、介護実技
費7,000円）
計68,000円

問：NPO 法人ワークス＆コミュ
　ニケーションズ
　（450・6286）加納さん

おもしろ
電気じゅく

はんだ付けをして脳トレ
ゲームを作ります。夏休
みにものづくり体験をし
てみませんか。

時：8月1日（土）
　　9：00～正午
所：穂高会館

定：15 人
 （小学４年生～中学生）
 （小学生は保護者同伴）
料：無料

問：池田工業高校電気情報システム科
　（40261･62･3124）
　（60261･61･1018）
　飯島さん

※7月27日（月）まで氏名、住所、学年を
　ＦＡＸか電話にてお申し込みください。

自
衛
官
等
の
募
集

問
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部
松
本
地
域

　

事
務
所
・
広
報
セ
ン
タ
ー『
信
濃
』

（

36
・
２
７
８
７
）

時 所 定 料 問 申＝日時 ＝場所 ＝定員 ＝料金 ＝問い合わせ ＝申し込み後 な援 ど
入札・契約結果（平成 21 年 6 月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）



安曇野の味

　

健
康
づ
く
り
推
進
員
会
は
「
自
分

た
ち
の
健
康
は
自
分
た
ち
で
つ
く
り

守
り
ま
し

う
」
を
ス
ロ

ガ
ン
に
活

動
を
し
て
い
ま
す

ま
ず
は
自
ら
の
健

康
意
識
を
高
め

そ
の
後

学
ん
だ
こ

と
を
家
族
へ
伝
え

そ
し
て
地
域
に
も

広
め
ま
す

地
域
ぐ
る
み
で
健
康
で
明

る
い
社
会
を
築
く
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
ま
す

　

活
動
の
特
徴
と
し
て
は
「
学
習
し
て

実
践
す
る
」
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す

研
修
会
や
講
習
会
を
通
し
て
健
康
づ
く

り
や
地
域
の
現
状
を
学
び

知
識
を
身

に
つ
け

今
度
は
そ
れ
を
基
に
自
分
の

地
区
で
学
習
会
や
体
操
教
室
を
企
画
し

開
催
し
て
い
ま
す

　

推
進
員
を
経
験
し
た
皆
さ
ん
か
ら

は
「
自
分
の
地
区
の
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
」
「
地
区
の
他
の
団
体
と
協

力
し
実
践
で
き
た
」
「
少
し
で
も
地
区

の
人
た
ち
の
た
め
に
な
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
す

　

本
年
度
の
活
動
の
テ

マ
は
「
健

診
の
必
要
性
を
学
ぶ
こ
と

糖
尿
病
予

防

手
軽
に
で
き
る
運
動
と
し
て
健
康

タ
オ
ル
体
操
を
地
区
に
広
め
る
こ
と

活
動
の
様
子
を
紹
介
す
る
推
進
員
だ
よ

り
の
発
行
」
な
ど
で
す

市
内
各
地
区

に
健
康
づ
く
り
推
進
員
が
い
ま
す

地

域
み
ん
な
で
健
康
づ
く
り
に
ぜ
ひ
取
り

組
ん
で
い
き
ま
し

う

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

　

（
81
・
１
６
２
３ 

81
・
０
７
０
３
）

タ
オ
ル
体
操
か
ら
は
じ
め
る
健
康
づ
く
り
！

安
曇
野
の
環
境
を
守
り
継
ぐ
た
め
に
で
き
る
こ
と

　

市
で
は

将
来
に
お
け
る
安
曇
野
の

望
ま
し
い
環
境
像
を
明
ら
か
に
し
た｢

安
曇
野
市
環
境
基
本
計
画｣

を
平
成
19

年
度
に
策
定
し
ま
し
た

そ
こ
で

こ

の
計
画
を
推
進
す
る
た
め

環
境
に
か

か
わ
る
市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
代
表

者
に
よ
る「
環
境
基
本
計
画
推
進
会
議
」

を
昨
年
8
月
に
設
置
し

本
年
度
末
を

目
標
に
「
環
境
行
動
計
画
（
仮
称
）」

の
策
定
を
行

て
い
ま
す

こ
の
推
進

会
議
で
は
「
自
然
・
環
境
」「
景
観
ま

ち
づ
く
り
」「
資
源
・
リ
サ
イ
ク
ル
」「
農

林
水
産
業
」の
４
つ
の
分
野
に
分
か
れ

具
体
的
な
行
動
計
画
の
検
討
を
進
め
て

い
ま
す

　

ま
た

環
境
意
識
を
高
め
て
も
ら
お

う
と

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
市
民

へ
の
啓
発
・
周
知
を
行

て
い
ま
す

本
年
2
月
に
は

身
近
な
環
境
活
動
に

つ
い
て｢

発
見
・
体
感｣

す
る
こ
と
を

テ

マ
と
し
た
「
あ
づ
み
野
環
境
塾 

体
感
！
パ
ネ
ル
展
」
を
豊
科
公
民
館
で

行
い

約
４
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た

　

6
月
20
日
に
は

バ
ス
2
台
で
市
内

を
め
ぐ
る
「
あ
づ
み
野
環
境
塾 

水
の

探
検
隊
パ

ト
2
」
を
開
催

豊
か
な

安
曇
野
の
水
を
守
り
は
ぐ
く
む
た
め

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
行
わ
れ
て
い
る
取

り
組
み
を
視
察
し
ま
し
た

■
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

今
後
市
内
全
域
で

環
境
活
動
を

行

て
い
る
各
種
団
体
の
と
り
ま
と
め

と

市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
連
携
と

協
働
の
窓
口
と
な
る
「
あ
づ
み
野
市
民

環
境
ネ

ト
ワ

ク
（
仮
称
）」
の
設

立
を
予
定
し
て
い
ま
す

現
在

9
月

の
設
立
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
お

り

市
内
で
環
境
活
動
を
行

て
い
る

団
体
・
企
業
・
個
人
の
登
録
を
募

て

い
ま
す

詳
し
く
は
環
境
課
ま
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い

環
境
課
環
境
基
本
計
画
推
進
係

　

（
82
・
３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

環境ナビ

今月の料理人

青柳 政子さん

堀金三田

安曇野の味

カボチャのツナソースかけ
＆ジャガイモのかき揚げ

～ジャガイモのかき揚げ～
●材料（4人分）
ジャガイモ 3個　ニンジン１本　青の
り適宜　Ａ〔小麦粉１カップ、卵１個、
水 100㏄〕
●作り方
①：ジャガイモを千切りにして水にさら
し、アクをとる。

②：にんじんを千切りにする。
③：Ａをまぜて衣をつくり、①②青のり
を混ぜ合わせてかき揚げにする。

～カボチャのツナソースかけ～
●材料（4人分）
カボチャ 300㌘　小麦粉適宜　揚げ
油適宜　ツナ缶 80㌘　玉ねぎ 50㌘
キュウリ 50㌘　調味料A〔マヨネー
ズ大さじ５　しょうゆ小さじ１　こ
しょう少々　酢小さじ１〕
●作り方
①：カボチャは種を取り除き、厚さ８
㍉くらいのくし型に切り、小麦粉
をつけ、から揚げにする。

②：ツナは油をきる。玉ねぎはみじん
切りにして水にさらす。キュウリ
をみじん切りにする。

③：ツナ、玉ねぎ、キュウリに Aを加
えツナソースを作り、皿に並べた
カボチャにツナソースをかければ
完成。

7月

くらしのぺーじ
毎日すこやか

健康づくり

健
康
づ
く
り
推
進
員
会
の
活
動
紹
介 

― 

会
長 

重
野 

義
博
さ
ん

環
境
基
本
計
画
推
進
会
議
の
活
動
紹
介

旬の夏野菜は夏バテ防止に
効果があります！
今晩のおかずにいかがですか。

健康づくり推進員会総会（5/17）健康タオル体操の練習中

「あづみ野環境塾 水の探検隊パート 2」（6/20）のようす 
①：水をはぐくむ森（烏川渓谷緑地森林エリア）　②：終末処理場（アクアピア安曇野）

開催
予定

　昨年２月に行われた「あづみ野環境フェア
2008」に引き続き、今年も環境に関するイ
ベントの集大成として、「あづみ野環境フェア
2009」を開催します。多くの団体や企業などの
　参加をお願いします。詳細は後日ご案内
　　します。

あづみ野環境フェア2008のようす（20/2/23）

①：環境活動発表会　②～④：展示コーナー

① ②

健康づくり講演会のお知らせ

～糖尿病予防について～
日時：８月 29日（土）13：30 ～

場所：豊科ふれあいホール

講師：櫻井 晃洋 医師（信州大学付属病院）

302009.7.22　広報あづみの

期日：11月７日（土）～８日（日）
場所：堀金総合体育館

あづみ野環境フェア2009

① ②

③ ④
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■
日
程
　

8
月
8
日
（
土
）

▽
開
会
式

各
種
イ
ベ
ン
ト

　

午
後
5
時
10
分

「
安
曇
野
は
ひ
と
つ
」
を
テ

マ

に
開
か
れ
て
い
る
安
曇
野
花
火
は

今
年
で
3
年
目
と
な
り
ま
す

大
好
評
だ

た
昨
年
に
引
き
続

き

今
年
も
安
曇
野
の
四
季
を
花
火

で
演
出
す
る
な
ど
色
と
り
ど
り
の
花

火
や
ス
タ

マ
イ
ン
な
ど
の
花
火
が

夏
の
夜
空
を
彩
り
ま
す

■
日
時
　

8
月
14
日（
金
）午
後
7
時

開
始
〈
雨
天
順
延
の
場
合

8
月

16
日
（
日
）〉

■
場
所
　

明
科
犀
川
河
川
敷
内

　
　
　
　

御
宝
田
遊
水
池
西
側

■
観
覧
チ
ケ

ト
　

今
回
か
ら
有
料

の
観
覧
席
を
設
け
ま
し
た
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い

﹇
料
金
﹈
　

前
売
り
券

８
０
０
円

〈
7
月
31
日
（
金
）
ま
で
数
量
限

定
〉
当
日
・
一
般
券

１
０
０
０

円

小
学
生
未
満
は
無
料

﹇
販
売
・
申
込
先
﹈
　

市
内
セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
各
店
平
安
堂
安
曇
野
店

道
の
駅
ほ
か
販
売
案
内
の
あ
る
商

店
事
業
所

安
曇
野
花
火
実
行
委

員
会
ホ

ム
ペ

ジ

■
駐
車
場
等
　

※
大
王
わ
さ
び
農
場
駐
車
場

エ

プ
ソ
ン
イ
メ

ジ
ン
グ
デ
バ
イ
ス

（
株
）
か
ら
１
０
０
円
の
乗
車
料

金
で
シ

ト
ル
バ
ス
が
利
用
で
き

ま
す
（
観
覧
チ
ケ

ト
が
あ
る

場
合
は
無
料
）

※
会
場
隣
接
の
御
宝
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
は

駐
車
場
と
し
て
使
用
で
き
ま
せ
ん

※
近
く
に
駐
車
場
が
無
い
た
め
シ

ト
ル
バ
ス
か
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

◆
詳
細
は

安
曇
野
花
火
実
行
委
員

会
の
ホ

ム
ペ

ジ

http://
w
1.avis.ne.jp/̃yosakoi/
hanabi

を
ご
覧
い
た
だ
く
か

左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
内
実
行

委
員
会
事
務
局
（
77
・
３
１
１

１ 

77･

６
０
６
０
）

30
周
年
と
な
る
今
年
は

女
性
み

こ
し
の
復
活
や
パ
ネ
ル
展
の
開
催
な

ど
新
企
画
を
計
画

ま
た

あ
づ
み

の
ば
や
し
踊
り
で
は

地
元
の
区
や

企
業
な
ど
か
ら
約
45
連
・
３
２
０
０

人
が
参
加
し
ま
す

■
日
程
　

7
月
25
日
（
土
）

▽
各
種
イ
ベ
ン
ト
　

午
後
4
時
30
分

▽
オ

プ
ニ
ン
グ
　

午
後
5
時
30
分

▽
あ
づ
み
野
ば
や
し
踊
り

　
　

午
後
6
時
20
分

▽
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
発
表

　
　

午
後
8
時
5
分

　

※
踊
り
終
了
後

場
所

豊
科
駅
前
通
り
周
辺

■
実
行
委
員
会（
商
工
会
豊
科
支
所

内
72
・２
９
８
６ 

72
・８
４
６

１

安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
内

77・３
１
１
１ 

77・６
０
６
０
）

　

10
回
目
を
迎
え
る
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ

Ｉ
安
曇
野
で
は

県
内
外
か
ら
約
50

チ

ム
が
参
加

個
性
的
で
エ
ネ
ル

ギ

シ

な
踊
り
を
繰
り
広
げ
ま

す

ま
た
納
涼
祭
で
は
穂
高
地
域
各

分
館
の
踊
り
連
が
中
心
に
「
穂
高
音

頭
」・「
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
サ
ン
バ
」
を

踊
り
ま
す

■
日
程
　

8
月
2
日
（
日
）

▽
開
会
式
　

午
前
8
時
45
分

▽
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
安
曇
野

　

午
前
9
時
30
分

▽
納
涼
祭
　

午
後
７
時

場
所

穂
高
駅
前
通
り
・
穂
高
神 

社 

北
神
苑

■
実
行
委
員
会
（
商
工
会
穂
高
支
所

内

82・５
８
２
０ 

82・５
４
９

４

安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
内

77・３
１
１
１ 

77・６
０
６
０
）

　

「
み
ん
な
で
ふ
れ
あ
う
楽
し
い
ひ

と
と
き
」
を
テ

マ
に
今
年
で
24
回

目
を
迎
え
る
三
郷
地
域
の
夏
祭
り

メ

ン
の
花
火
大
会
を
は
じ
め

ゲ

ム

踊
り
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

が
い

ぱ
い
で
す

■
日
程
　

8
月
8
日
（
土
）

▽
開
会
式

各
種
イ
ベ
ン
ト

　

午
後
5
時
10
分

▽
花
火
大
会
　

午
後
8
時

　

場
所

三
郷
文
化
公
園

■
実
行
委
員
会
（
商
工
会
三
郷
支
所

内

77・３
１
７
０ 

77・６
６
６

０

地
域
支
援
課
内
77・３
１
１

１ 

77・６
０
６
０
）

7
月

日
（
土
）

あ
づ
み
野
祭
り

8
月
2
日
（
日
）

信
州
安
曇
野
わ
さ
び
祭
り

8
月
8
日
（
土
）

ふ
る
さ
と
夏
祭
り

8
月

日
（
金
）

安
曇
野
花
火

あづみ野まつり

ふるさと夏祭り※ご迷惑をお掛けしますが、交通規制へのご協力をお願いします

わっしょーーい！
恒例の夏まつりが市内各地で開かれます。
楽しい企画が盛りだくさん。さぁ、みんなで出掛けよう！

交通規制のお知らせ

信州安曇野わさび祭り

駐車場と交通規制

背景写真：安曇野花火
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今月の色

藍色
Ai-Iro

日本の伝統色。

ジャパンブルーとも

呼ばれる

其
の
四
十
六

　

初
夏
の
室
山
池
。
季
節
を
代
表
す
る
2

つ
の
花
が
咲
き
揃
い
ま
す
。

　

睡す
い
れ
ん蓮

と
紫あ

じ
さ
い

陽
花
―
―
。

　

睡
蓮
と
い
え
ば
、
印
象
派
の
画
家
、
モ
ネ

が
好
ん
で
描
い
た
こ
と
が
有
名
で
す
。

　

モ
ネ
は
浮
世
絵
や
園
芸
な
ど
、
大
の
日

本
文
化
フ
ァ
ン
で
、
睡
蓮
を
描
く
う
え
で
基

調
色
と
な
っ
た
青
も
、
伊
万
里
焼
な
ど
で
知

ら
れ
る
藍
色
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

そ
し
て
、
紫
陽
花
は
も
と
も
と
、
藍
色

が
集
ま
っ
た
も
の
「
あ
づ
さ
い
」
が
語
源
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

巨
匠
が
思
い
描
い
た
詩
的
な
世
界
が
、
安

曇
野
の
水
面
で
静
か
に
揺
れ
て
い
ま
す
。

（
7
月
4
日
取
材
）

編 

集 

後 

記

◆
疑
問
！
夏
野
菜
で
ス
タ
ミ
ナ
が
つ
く
の

か
？
調
べ
て
大
納
得
。
太
陽
の
光
を
た
っ
ぷ

り
受
け
た
畑
で
、
ぐ
ん
ぐ
ん
育
っ
た
夏
野

菜
は
自
然
の
夏
バ
テ
予
防
剤
だ
と
か
。
た

っ
ぷ
り
の
水
分
が
体
温
を
下
げ
、
い
ろ
い

ろ
の
ビ
タ
ミ
ン
は
体
の
調
子
を
整
え
る
働

き
が
あ
る
よ
う
で
す
。 

Y

◆
雨
の
多
い
こ
の
時
期
に
お
出
ま
し
に
な

る
ナ
メ
ク
ジ
。
子
ど
も
の
こ
ろ
は
塩
を
か

け
て
遊
ん
だ
も
の
だ
が
、
世
の
中
に
は
こ

れ
を
食
べ
た
り
薬
に
し
た
り
す
る
人
も
い

る
と
か
。
ハ
チ
の
子
は
食
べ
ら
れ
る
が
ナ
メ

ク
ジ
は
ち
ょ
っ
と
… 

S

◆
こ
の
広
報
紙
の
発
行
日
に
は
、
全
国
で

日
食
が
見
ら
れ
そ
う
で
す
。
こ
の
辺
で
も

７
割
欠
け
る
と
か
。
お
天
気
が
良
い
こ
と

を
祈
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
写
真
が
撮

れ
な
い
か
思
案
中
。 

M

◆
近
寄
り
難
く
、
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
の
よ

う
な
存
在
の
北
ア
ル
プ
ス
。
親
し
み
や
す

く
、
友
人
に
再
会
し
た
よ
う
な
懐
か
し
さ

が
あ
る
ヒ
ガ
シ
ヤ
マ
。
そ
し
て
室
山
。
ふ

る
さ
と
の
山
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
魅
力

に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。 

T

静かに揺れる二つの花
～初夏の室山池～

古紙を配合した再生紙、
環境に優しい大豆油インクを使用しています。

2009.7.1現在 （ ）内は対前月比　

人口 99,383人（   ±0）

 男 48,187人（   ＋5）

 女 51,196人（   －5）

世帯 36,554世帯（ ＋25）
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